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退後タ法ゴ�新黒田講堂を飾る鍛帳臼二磁ど�

富山の繁明

これは緑豊かな文化と歴史のまちにあって， その学術的中心となる富山大学に 新しく建造

される講堂を飾る綴織椴帳のために「富山の繁明」と題してデザインされたものでありますD

図柄は今正に明け行く春の富山平野と茜色に輝く新雪の立山連峰の壮麗な姿を幻想的に描

き， 未来に向って大きく飛び立とうとする若人の夢と希望が象徴されています。

綴織は、我が国誇る美術工芸の一つであり、工人の手の爪のみで織られるもので， その伝

統的な技法によって織り出される豪華で格調の高い鍛帳に大きな期待が寄せられるD

（原画製作者）

※ 新黒田講堂は，去る11月着工以来天候にも恵まれ，工事がj順調に進捗し， 竣工が待ち遠

しいこの頃です。

このたび， コクヨ株式会社より新たに新黒田講堂の舞台設備として「富山の繁明」と題

した 豪華な綴織鍛帳（上の写真のとおり 間口14m×天地7 m）を寄贈いただくことにな

りましたD
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一文を記しているo

晴れて人文学部を巣立つ卒
業生諸君並びに大学院を修了
する諸君にこころからお祝い
申しあげる。おめでとう。早
いもので，今年度もこうした
文章を綴る時期にもう至った
のかと，卒業する教え子たち
ひとりひとりの顔を改めて思

い浮かべながら，この拙ない

卒業を迎えて，諸君らの胸中に宿る思いは様々であ
ろうが，自分たちの卒業年が奇しくも昭和（19 26-
1989 ）の終駕と遭遇したことにある種の感慨を抱いて
いる人は少なくあるまいロ諸君が昭和にいかようの思
いを持っかは勝手といえばそれまでだが，もしや経済
大国としてのひかり輝ゃく部分のみに目を奪われてい
るとすれば，私はやはり私の暗い「昭和Jをここで語
りたい。といっても私自身昭和をまるごと生きてきた
わけでないから，話は私の生きた限りでの「昭和Jで
しかないけれども。

私にとっての昭和は，昭和20年 3月10日の東京大空
襲が根っこになる。東京大空襲といっても，昭和も後
半に生まれた諸君たちにとっては現代史の一片の知識
でしかないだろう。史実によると，米空軍による東京
空襲は昭和17 年4月18日， ドゥーリットル中佐が指揮
するノース・アメリカン「B25 」16機による奇襲作戦
から始まったというが，昭和19 年にマリアナ諸島に

「B29 」機の発進基地が完成するや， 東京都民はこの
空の要塞B29 重爆撃機の空襲に日常的に悩まされるよ
うになる。前後してガダルカナルが落ち，アッツ島が
玉砕し，またサイパン， グアムが米軍の前線基地と変
り，今や米軍は怒濡の如く日本本土に迫ってきた。か
くて昭和20年 3月10日の真夜中，東京の下町一帯を炎
熱の地獄図絵と化せしめた東京大空襲は起るべくして
起きた一大惨事であった。焼夷弾は豪雨のごとく逃げ
まどう都民の頭上に降りそそぎ，わずか 2 時間20分の
聞に死者88,793名の犠牲者を出すという広島の原爆に
先立つ空前の大被害となったのである。ここで忘れて
ならぬことはこの8万余の死者が戦闘員でなく，市井
に肩寄せ合って生きていた庶民であったことだ。私の

人文学部長 三賓 政 美

父，母，姉も含めて。
これより早く国策によって都下の小学生は強制的に

疎開を命じられていたo疎開という言葉も今や完全に
死語と化したので，ーす説明しておこう。疎開には地
方の親戚縁者を頼つての縁故疎開と， クラス （学年）
単位に地方に移動する集団疎開があったD銃後の小国
民の生命を守るというものの，いずれにしても無謀な
戦争政策の破綻に伴なって，幼ない小学生が両親のふ
ところから遠く地方に追いやられたことに違いはない口

私は下の姉と群馬県の山村に縁故疎開し，辛うじて
東京大空襲から免れたが，学友たちもその後担任教師
に引率されてどこぞ地方のお寺に集団疎開したと風の
頼りに聞いた口従って私には集団疎開の経験はないが，
のちに故向田邦子の『字のない葉書jを読んで，集団
疎開の一端を知った思いがした。それはこんな作品で
ある口「向田家は東京大空襲に曜災しなかったが， こ
のままでは子どもたちが危ないというので，下の幼な
い妹を集団疎開させることとした。出発という日， ま
だ満足に字の書けない妹のために，父はおびただしい
葉書に自分宛の宛名を書弘元気だったらマルを書い
て一日に一枚づっポストに入れるようにと言いきかせ
た。妹はまるで遠足に行くようにはしゃいで出かけて
いったロ数日して妹から第一通がとどいた白葉書いっ
ぱいにはみ出るほどの大きなマルが書かれてあった。
しかし日がたつにつれて葉書のマルはしだいに小さく
なり，ついにパツに変った。そしてばったり途絶えた。
心配した母が駆けつけてみると，妹は百日咳を患ら
い，Mlだらけの頭で三畳の布団部屋に寝かされていた
といぅ 」D

私のクラスに仲良しの武者君という学友がいたロ子
ども心にも，彼が沈着な性格と切れる頭脳の持主だと
敬服していた。だから先生が彼を級長に任命した時も，
不服を唱える者などいなかったロ校門の斜め向いに，
武者電気製作所と大きな看板のかかった家が彼の家で
あったと記憶している。敗戦の後，私はそのまま疎開
先に居ついてしまったが，街角で××製作所なる看板
を見かける毎に，武者君のことを思い出したりした口

やがて私も中年族になるにつれ，東京大空襲がしだ
いに記憶から薄れかけていったそんな頃，20数年ぶり
に私は一冊の書物の中で武者君とそれも悲しい対面を

-3ー



したのである口早乙女勝元著『東京大空襲』 （岩波新
書，197 1年）を店頭で見かけ，早速買ったものの，よ
もや幼な友達と会えるとは思わなかった。だが，はか
らざるも私は武者君のご家族と相対したのであった。

「武者みよさん（当時42歳）は ，本所区堅Jll 4 の 2 の
武者電気製作所社長武者栄氏の妻で，夫妻には1 2人の
子どもがいたJ （第一章「出産の夜J ）で始まる書き
出しがそれであるoいくら「産めよ殖せよ」の時代と
はいえ，私は武者君にーダースものきょうだいがいた
とはつゆ知らなかった。みよさんが本書に取りあげら
れたのは，この東京大空襲の直前に13人自の赤んぼう
を無事産んだからである。みよさんが臨月のおなかを
かかえて本所区緑町にある相生病院に入院したのが 3
月9日の午後 3 時。陣痛は折悪しく警戒警報のサイレ
ンとともに始まった。分娩室はライトが外に洩れぬよ
う何重もの黒布でおおわれるという異常なふんい気の
中で，1 1 時7 分女児出産。産婦がほっとする間もなく，
緑町一帯は完全に焼夷弾の雨に包囲され，みよさんは
生まれたばかりの赤んぼうを抱きしめタンカに載せら
れて猛火の中を避難し，母子ともども奇跡的に生きの
びることができたのであったロしかし，武者家の祖父
母，栄氏そして1 2人の子どもたち計1 5人のご家族は

避難した防空壕の中で焼け死んだ……。
当時高等女学校の学生であった私の上の姉も両親と

もどもこの夜焼死したD この姉はその直前まで私たち
と疎開先に居たが，工場に学徒動員されているクラス
メートに申し訳ないと言って，東京に戻った直後にや
られたロ死にに行ったようなものであった。あの時，
私が両親に会いたいと姉にせがんで一緒に行ったなら
ば，私も同じ運命に遭ったろうロ私はたまたま生きの
び，姉や武者君はたまたま死んだのであるoこれが戦
争の残酷さというものである日

生残った者の中に生きる死者の存在／それは思い出
の墓場には埋められず／つねに僕らの心の／いちばん
深い所で生きている（査井 繁治）

諸君の晴れの門出に当り，私はまたまた（昨年同様）
暗い昔のことを書いてしまった。申し訳ないとは思う
が，昭和に訣別し，平成の新たなる海原に向って船出
せんとする諸君が，安直に昭和と別れてほしくなかっ
た。諸君が生まれてのち知った昭和は，実は庶民の死
と悲しみの上に咲いたものだということを頭の片隅に

留めて， これからの前途を切り拓いていってほしかっ
たのだ口ご健闘を祈るロ

老後タ変ゴ�均教育学部卒業生への言葉

教育学部卒業並びに専攻科
修了の皆さん白 この度，諸君
は，研鎖の結果めでたく卒業
または修了され，社会人とし
てまたは進学等に新たな第一
歩を踏み出されますことを心
からお慶び申し上げます。

そして， 同時に，’諸君を今
日まで育て導いて頂きました

方々に対しまして，敬意と感謝の念を捧げたいと思い
ますc

諸君の中の多くの方々が， 思師などの素晴らしい人
間性との出会いを経験されて，子供を心から愛し， 子

供の発達を願い，また同時に自己実現を目指して富山

教育学部長 野 村 昇

大学教育学部への進学を果たされました口そして， 教
養部での一年半の幅広い基礎素養の修得を経て，教育
学部の専門課程に進まれ，それぞれの課程・教科を専
攻し，学部の性格からくる多様で過密な授業スケジュー
ルのなかを終始熱心に勉学に励んでこられました。更
に，教員養成の重要な部分として，子供の心身の発達
と教育に関する学習・訓練のために教育実習に参加し，
懸命の努力をされましたーそのほか，合宿研修等にも
参加して，大学内のみでなく，広く多くの他の機関の
先輩教師方や幼児・児童・生徒方との出会いをもたれ，
他の教場・施設や自然の中での学習と生活体験を積ん
で研績を重ねてこられました。特にこの一年間は， 専
門教育の締めくくりとしての卒業研究の厳しい審査を

経て，ここに教育学士の称号を受けられたのでありま
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すロ
にもかかわらず，今日の日本は少子化現象で児童・

生徒の減少にともなう教員需要減が厳しく，このため，
諸君の教員志望に十分に応えられず，私達教職員は卒
業生の皆さんの胸中を察して大変に心いたみます。欧
米先進諸国においても同様の傾向にあるそうですが，
今後は，生涯教育，情報教育，発展途上国の教育を含
めての国際的な視野での対応な ども考える必要がある
と思います。日本教育大学協会としては行政当局に小
人数学級の達成等を願い出ているところであります。

さて，国内問題が国際問題と切り離して論じ得なく
なってはや久しいことは言うまでもありません口イラ
ン・イラク戦争に代表された中近東の紛争や，南アフ
リカでのアパルトへイト等の混乱に加えて，アフリカ
等での飢餓，発展途上国での人口の急激な増加な どの
政治・経済上の不安事情が挙げられ，更にチェルノプ
イリ原発事故，オゾン層破壊，二酸化炭素による温室
効果，窒素酸化物による大気汚染など． そしてその他，
地震や種々の難病等々，人聞が今後この地球に生存を
続ける為に解決しなければならない課題が，目前に多
くあります。このような課題の解決には，外に向かつ
ての科学（ハイテクノロジー，バイオテクノロジー等
の形而下的科学）だけでなく，人類自体の責任に関わっ
ての道義的な，内に向かつての追求（形而上的）も必
要なことが極めて明白となってきております。これを，
別の比轍的な表現で，遠心的かっ求心的追求と言うこ
とができますが，この両者の程良いバランスが大切だ
と思うのですD このバランスを平たく言えば，心身の
均衡のとれた発達，内政と外受の両面での努力と成果，

自然科学技術・人文・社会科学と精神・芸術文化の広
い領域に互つての発展な どというものになると考えま
す。

児童・生徒の心身の発達を願い，これについての学
問・研究とその実践のあり方を長い間追求して，更に
これからも続けようとしている教育学部において，諸
君も私も，上述した遠心・求心の両側面での一層の発
展を願うとともに，特に広い視野と長い時間軸に基づ
く均整のとれた発展ということに心がけねばならない，
これが教育学部の特質を生かすことでもあろうと考え
るのですロいずれの場合においても， 積極的に考えて
行動する意欲と創造性，そして国際性が強く要求され
ていますロ

それにつけても，近年の諸科学の発達によって， 宇
宙・地球の全体像とか生命現象の素晴らしい仕組みに
ついての秘密が少しづっ解き明かされつつあることに，
深い感動と感謝の念を禁じ得ないのは諸君も同感され
るところでしょう口

このように考えてみますと，学問研究の重要性はも
とより，勉学と思考を続けることの大切さをあらた め
て感じます。

まことに平凡な言葉でありますが，私 どもの一人一
人の力は小さくとも，それぞれが，人間のあるべき姿
を追求し，人類の将来性を信じて協力して努力を続け
るならば，「諸君の明日にも，人類の将来にも夢があ
る」ことを期待できるものと確信していますD

卒業生・専攻科修了生の皆さんがど健康で自己実現
に努力を続けられますように念願しますとともに幸あ
れとお祈りいたします。
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経済学部の卒業生諸君ヘ

諸君，ご卒業おめでとう。
まずもって，心から祝意を申
し述べたい。

さて．長い学校生活を終え
て社会人としてスタートする
諸君に対し，「はなむけ」の
言葉を依頼されたが．教え子
に対する最後の「説教」とい
うことになりそうであるD こ

の執筆の時には諸君が未だ在学中ということもあって，
今の私の心境は，わが子の旅立ちを心配して色々と注
意をしたがる親のそれに似ている白

まず．諸君に言っておきたいのは，「挨拶を大切に」
ということである。私がここでいう挨拶とは，毎朝職
場で上司や先輩と顔を合わせたときの「お早うござい
ます。Jとか，帰るときの「失礼しますoJ' 「さよ
うならJというような簡単なものにすぎない。「お願
いします。J ' 「ありがとうございます。」 ， 「失礼
しました。J' 「あいすみません。」といった言葉を，
入社（庁）の初日から，言うべきときにきちんと言わ
ねばならないD

ここで．このような挨拶が新入社（職）員の諸君に
もつ意義を少し社会科学的に考察しておく必要があろ
う。その社会規範性を私は指摘しておく。諸君が入る
職場においては，挨拶・礼儀・エチケット等のもつ社
会規範性は強い。それに反して．諸君がいた大学では，
それらのもつ規範性は弱かったといえるロそれ故， カ
ルチャーショッ クが心配されるので，もう少し敷街し
ておきたいロ

周知の「社会あるところ法あり」という法諺をもう
少し広い意味で捉えると「社会あるところ社会規範あ
り」といえるが，社会規範の中に慣習・モラル，礼儀，
エチケットなども含まれるoところで，社会規範の特
質は， それに反する行動がsanction（制裁 ） ないし
reaction （反発〉を受けることであるロ諸君の職場で
は，上司や先輩に対する挨拶や礼儀のもつ社会規範性
が強いので，それを無視する態度に対してはそれだけ

強いreactionがあるc 「礼儀知らず」 「無礼」「不撲
け」「倣慢」「不遜」「生意気」「教養が無い」といっ
た人物評価に止まらず，規範意識の強い職場にあって

経済学部長 吉 原 節 夫

は，もっと強烈で直接的な「しっペ返し」retribution
を受けるであろう。

他方，小学・中学・高校・大学と進むにつれ，諸君
の学園生活では，挨拶．礼儀の社会規範性が弱くなっ
ていたといえよう。いわゆる進学校では，概して受験
勉強の方が重視されて，それが希薄になっているo ま
た，大学では， 「大学の自治」を標携することから．
自由，自律の考えが基本になっているので，一般に，
それ程礼儀や挨拶を厳しく言わない先生が多いロ研究
に打ち込んでいるために，無頓着な方もないではない
が，大半は，自律社会たる大学に長く在籍しているの
で本来的に自由人となっている。かく申す私も，学校
生活・大学生活以外に勤務したことがないから，挨拶
や礼儀の面で十分でないと折にふれ自らを反省してい
る。諸君も，上述のような社会的背景をもっ「大学卒
新入社（職）員と挨拶」という問題を理解したうえで，
入社（庁）初日から挨拶を大切にしてほしい。そして，
若者らしく，てきぱきとした行動，めりはりの利いた
言動をするよう心がけてほしい。

次に言いたいのは，いつも「短期的・中期的展望を
もて」ということである。最近， 1年そこそこで退職
してくる大卒新入社（職）員が増えてきた白止むを得
ない客観的事情が存在する少数例を除けば， ギプアッ
プが早過ぎるという感じを否めない口一言でいえば，
忍耐力不足。「石の上にも3年J と言うではないか D
仕事や人間関係等でたとえ行き詰まりを感じたとして
も，3年先・5年先を展望せよロ自分が変わる，相手
が変わる，周囲の情況が変わる，という可能性が大い
にある。また，先人の言葉の通り，「難難汝を玉にす
る」。試練を経る毎に諸君の人聞が大きく形成される
ことは間違いない。このように考えれば，「逆境不屈」
の精神を維持できるであろう。

以上，諸君が入社（庁）後真先に対応しなければな
らないと思われる課題やピンチを慮って，前述の老婆
心から拙い学部長告辞を送ることになった。これも現
代の社会的情況のしからしむるところ，と自己弁護し
ておこう。

最後に，諸君自らが世界経済を含めた長期的展望を
親しく語ってくれる日を期待している口ご健闘を祈るD
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卒業の季節になると，はな
むけの言葉の中に「卒業して
社会に出たら，もう今までの
ように甘やかしてはくれないロ

引 一人前の社会人として扱われ
るのだから，自分で責任をも
てH・H・J というのがよく出て
きますロ私はいつもこれを不
思議に思うのですDその理由

の第一は，そのような訓戒をする人は「学生をいわゆ
る社会から切離し，甘やかしてきたのだろうかJ とい
うことです。少なくとも，大学の学生生活の後半は成
年に達しているのですから，言動に対する責任は自身
で持つのが当然ですロもし本人の言動が他に迷惑を及
ぼすようなことがあれば，あるいは自身で責任を取れ
ないようなことが起これば，教師はそれに対して， い
わゆる社会人と同様に厳しく対処すべきだと思います。
それはまた，教師の責任ではないでしょうかロ在学中
に甘やかしておきながら，卒業のときにただ言葉とし
て「社会に出たらそんなに甘くはないJと言ったとこ
ろで何になるでしょう。たんに自分の教育の至らなさ
を覆い隠すための言葉のようにさえきこえますD

第二の理由は，その様な言葉を百万遍も繰り返しで
も，殆ど効果がないように思うからです口真の厳しさ
は，身をもって感じてはじめてわかるもので，卒 業の
時に聞いたことがすぐに実感として捉えられ，それに
対処できるのであれば，世の中に苦労は随分少なくな
るでしょう。戻るようですが，在学中の学生に対する
態度が大切なのではないでしょうかD

話はかわりますが，現代のヒトは大変甘やかされて
いる動物です。多少失敗（いろいろな意味で）があっ
てもそれが致命的になることはめったにありませんo
しかしながら，野性の動物（たとえ飼われている犬や

生 A,. 、Q勺ね： J？勺P、.C!.r;.�ろ勺0・c;.'V.'(':

理学部長 小 黒 千 足

猫でも）の場合はヒトと違いますD小さな判断の間違
いがそのまま死につながり，僅かの体力の衰えがすぐ
飢えをもたらします。

私達は常に小さな間違いをしていますc それは仕方
のないことです。しかし，多くの場合それらの間違い
はどこかで，あるいは誰かによって修復されますロそ
のため，幸せなことにヒトでは失敗がすぐに致命的結
果をもたらしませんロ勿論これはヒトの社会（上に述
べた学生一社会の社会ではなく，総てのヒトを含む
社会の事です）の特徴の一つです。

実は，このことは非常に重要な意味を持っています。
即ち，もう一度やり直しが出来るということですロ小
さな間違いで生命が断たれるのであれば，その個体

（ヒトの場合は個人とよびます） の失敗の原因を，あ
るいは対処の仕方のまずさを顧みて，次に生かすこと
が出来ないでしょう。一般的に，野性の動物は個体の
経験が全体に受け渡されることは非常に少ないのです。

逆に言えば，我々はある経験を次の場面で生かすこ
とが出来るのですc この能力を得たことが，ヒト社会
が発展してきた力の一つだと考えられます口「ヒトは
懲りない動物であるJ というのは，本来的には誤った
考えです。しかしながら，少々の失敗が致命的でない
社会が一旦出来てしまうと， この長所は忘れられがち
になります。むしろ，それが社会を甘くみがちにし，
本当に懲りないヒトが出てくるのでしょう。

私自身も，常に反省して次の道を修正しているわけ
でないので，決して大きなことは言えませんoしかし
ながら，上に述べたことは充分に認識しているつもり
です。

卒業生への「はなむけのJ 言葉が，妙な話になりま
した。しかし，学生であろうと卒業していわゆる社会
人になろうと，先に述べたはなしは変りません。その
点をよく理解していただければ，一本筋の通った生き
方を持つことが出来るのではないでしょうか。
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卒業生へのはなむけの言葉

工学部学部生および大学院
生の皆さん，長い聞の蛍雪の
功がいまここに成りめでたく
卒業，修了の日を迎えられた
ことを心よりお祝い申し上げ
ますoこの日を迎えて，父兄
の方々にもさぞ‘かし安堵され
慶祝されていることと思いま
す。将来に向けて期待されて

いることもまた大なるものがあると思いますロさて，
皆さんはいままでの研鎖によって多くの知識とそれを
活かす特技を修得しましたoいまそれを持ってそれぞ
れ社会の発展に寄与して行くことになりますが，私達
はそれに思いを致すとき甚だ心強いものを感じます。
しかし，ここで考えなければならないことは，父兄の
方々を含めて私達としては単に祝福することのみにそ
の真意があるのではありません。社会人の第一歩とし
ての足跡を印するという点にあるのです。私達の目は
皆さんの将来に向けられているのです口 昨今の新聞に
もみられるように，近年の大学進学率は非常に高く，
今年は高卒生の68%に達したということです。云うま
でもないことながら，いまや大学卒には稀少価値があ
りませんo毎年今頃の時期には何十万人の大卒生が社
会へ向けてのスタートラインに着きます。将来に向け
て希望に燃えているものも，また何らかの目的志向を
有しているものも，さらにそれらを何も持っていない
ものも，総て一同，同時にスタートすることになりま
すo各所で行なわれる卒業式の情景は云ってみれば一
つの時の風物でもありますDこれら多数の人々のうち，
目的に達するものはどれだけの人数になるでしょうか口
また満足に燃え尽きることのできるものはどれだけい
るでしょうか。この情景をみるとき，私はつぎの事に
思いを馳せますロ

人間の能力には余り差がないことを考え併せるとき
（長年の仕事を通じて，そのように理解しています。）

工学部長 作 道 栄 一

上述の息の長いレースで入賞を果たすためには，何と
云ってもはっきりした目的意識を持つ必要があるとい
うことですロそして，その目的達成のためには創意工
夫と不断の努力が必須要件となると思います。一般的
に云って，私達人間はその体験から得た社会観を社会
全般に善意をもって普及するために努力し，それを生
甲斐とするのを適性とするものです。マラソン競技の
スタートは参加者の総てが一線に並ぶことはできませ
んロある程度の縦深を以って開始することは皆さんが
よく知っている通りですDそれは，これから辿る長い
道程に比べて多少の巨離の差は関係がないからですD
人生行路においても同様で， ゴールに到着する時の順
位の決定要因からは出発時の時間的な差は除かれますD
よく学歴等が一つの大きい要素であると云われていま
すが，長い目でみると結局は大きい意味を持たなくなっ
て了うことは間違いありませんo今後はとくにその傾
向にあります。それよりも上述の必須要件がその人の
到達すべき位置に対して大きく影響するということで
すD個人々々の性格に対応したそれぞれの方法の差異
が無視できない要因であることは勿論ですが，それに
もまして，上述の必須要件が決定的であることを心に
留めて置く必要があるでしょう。人生において，自己
の社会観を活かす最も効率的な方法かと思います白祝
福すべき時に老婆心とは云え苦言を呈するような恰好
になりましたが，よろしく先輩からの言葉としてその
真意を付度願います口 多謝白

春秋に富む学部生，院生の皆さんは，今後いろいろ
な事に遭遇することになりますが，そのためにも健康
専ーを心がけるべきですロそして長い道程を倦むこと
なく着実に進まれんことを祈念して止みませんロそし
て，皆さんが今までかかわってきた工学部キャンパス
の四季のたたずまい，卒業研究のさいの種々のエピソー
ドあるいは教官の事どもを心の故郷として思い描き，

去就に迷うときの支えとされんことを願って筆を摺き
ます口

- 8 -



もも：..：·.：ボ：・感：：明：F君の卒業に寄せて明·：：6-ro：柄。る停

御承知の よ う に，富山大学
経営短期大学部 は（以下． 短
大 と 略称），経済学部の昼夜
開講制への改組に伴 っ て廃止
され る こ と に な り ，昨年 3月

思想10日には，いち早 く 閉学式を
行 っ て最後 を飾 り ま し たロ そ
し て， こ の月25日に は，殆ん
どの学生が卒業 し ま し たが，

ま だ数名 の学生が残留 し て い ま すロ し た が っ て， こ れ
ら の学生諸君の在学期限が切れ る1 991年 3月 ま で は，
在学生の存在す る かぎ り ，短大 も な お名目的に存続す
る こ とにな り ま す。 こ う し た こ と は，学部の改組・新
設等 に よ っ て新組織に移行す る 過渡期 に はあ り がち の
こ と で あ り ，富山大学でも文理学部の廃止 と人文学部・
理学部の新設，富山医科薬科大学 の新設 と 薬学部 の 廃
止の際に， も と の学部に残留す る 学生がでて き ま し た。

こ れ ら の学生諸君 は，そ れぞれ困難な事情を も っ て
い た の で しょ う 口 実際，私の知 っ ている卒業生の 中 に
も ，苦 しい状況 に おかれ な が ら ，教職員や友人た ち の
温い励 ま し を受 け ，期限ぎ り ぎ り ま で頑張 っ て，卒業
し ていった人があ り ますロ そ の と き は，普通 の卒業 を
祝 う の と は ま た 別の感慨があ り ま し た。 お そら く ，本
人 も 同じ思 い であったで しょ う ロ 短大 に残 っ た学生諸
君 も こ う あ っ てほ し い と 思 う の で あ り ，わ れわれ短大
関係者 は， こ れ ら の学生諸君 の た め に，で き る だ け の
便宜 を はかつて，全員が一日 も 早く卒業の条件を整え
て く れ る 乙 と を切望 し て い ま す。 と は い え，残さ れ た
人の身にな っ てみれば，学友に取 り 残された寂 しさ と
焦燥に，萎え る よ う な気持ち に な り ，今さら短大 の 卒
業証書が何か と思 う よ う なこ と も あ る で しょ う 。 そ れ
で も ， こ こ は一つ気力を振 い起 し て，最後の頑張 り を
みせて も ら いたい のであ り ま すD

最近，大学 に対す る批判が盛んであ り ，入 る に難 く ，
出 る に易い日本 の大学の卒業証書などは余 り 意味がな
い と い う よ う な声 もよ く 耳にす るのですが，少な く と
も，大学の教職員や学生がそ う いう こ と を い う の に は

経営短期大学部主事 武 暢 夫

賛成で き ま せんcそ う い う こ と な ら，高 い授業料など
払わずに，独学で成果 を あ げればよ い の で あ り ，入学
後に改め て自分に特別の才能が あ る こ と を発見 し，大
学がつ ま ら な く な っ た の な ら，場所を変え て，そ の 才
能を磨けばよ い の です。 しか し，実際に は，そ の よ う
に事が う ま く 運んだ例は余 り な い よ う です。 こ んな こ
と を いわな く て も ，殆んどの学生 は，勉学の程度 に差
はあ れ，卒業 し て いきますoそして，普通 の学生にとっ
て は，卒業するだ け のこ と な ら，大 し た困難 は な い で
しょ う D しか し ，短大の場合 は事情が異な り ，働 き な
が ら 学ぶ努力を何年間 も続 け る のは苦 し い こ と で しょ
う が，特 に，短大の学生諸君には，卒業に よ っ て，折
角 の努力に けじめ をつ け て も らいたい と 思 う ので あ り
ま すD

たいへん前置 き が長 く な り ま した が，余 り 内容 の な
い文章が多 い の は，む し ろ普通の挨拶の常 と い う も の
で しょ う 。 幸い に し て，今年 は1人の卒業生 を送 り 出
す こ と がで き ま す。 こ れ は貴重な卒業であ り ま す。 本
名 を出され る の は本人 も 照れ臭い こ と で し ょ う か ら

（私な ら そ う です），仮 に，F君 と し て お き ま し ょ う 口
指導教官の言 に よ れば， F君 は向学心に燃えた好青年
である と の こ と ですが，必ず し も お世辞で は ないよ う
です。 F君の卒業が遅れたの に は，やむを え な い 事情
があった のですが，遅れたか ら こそ，今回の卒業は大
き な意味が あ る と い え る で しょ う cそ れ は， さ ま ざま
のプ レッシャー に た え て，や る べ き こ と をやっ た と い
う こ とであ り ，卒業証書 はそ の あか しであ り ま す口 F
君 は，昨年卒業 し た学友諸君 に はl年の遅れを と っ た
け れど も ， こ の経験 は，求め て も，えがた い も の で あ
り ， こ れか ら の人生で少々苦 しい こ と があ っ て も，心
の一つ の支え と も な る こ と で しょ う 口

蛇足 な が ら ，短大の分身 と も い う べ き 経済学部夜 間
主 コ ー ス で は，大学・短期大学卒業者等を対象に 3 年
次への特別編入学が実施され る 目途がつ き ま し た口 F
君は今回 の卒業 に よ っ て，さ ら に勉学の意志があ れば，
新た な挑戦の資格を も 獲得 したのでありま す。

F君の卒業 を心か ら祝福し，同君の い っ そ う の健闘
を期待す る も の であ り ま す。
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は，富山の イ メ ージにつな が る ものだ っ たロ わ たし の
持病 は心臓で，富山の雪 の く ら し は，ひど く 警戒 し て，
ス キ ー など は と んで も な い こ と と あ き ら めても，他方
では，そ の雪の く らしに心 をひかれて き たロ この ま ま，
春にな っ て しまうのだった ら， いつかの機会に，雪の
芦l瞬寺 を再訪してみ たい，などど お も っ た り す る 。 実
際には，雪がす く なか っ た こ と で，わた しのか らだも，
五福 5 区の一角での． なが く は な か っ た，ひと り ぐ ら
し も ，たす け ら れた口 感謝すべきであ る 口

だれ も がいう こ と だろうが，富山の水 と魚はうまか っ
た。 大学正門ま え の近所に，イ キ の い い魚 を売 る 店 が
あ っ たロ ぷ らさ げてかえ っ て． 鍋 を た の しんだ口 と こ
ろが， こ の夏 ごろから店が な く な り ，魚 の地方名 につ
い て講釈 してくれた親父さんにも，会え な く な っ た の
に は，ガッカり した。 ほかに も 珍重すべ き 店 は い く つ
かあ る が，そのひ と つに，一見，文房具屋風だ が， 専
門店でな く ，文房異のほかに， こ ま ごま し た 日 常品 を
売 っ て い る 雑貨屋があ っ て，大抵のモノはそろうので，
ス ーパー・マ ーケットでな け ればな ら な い と いう こ と
はな いか ら，わ た し は よ く 利用 し たo銭湯 も あ る 。 わ
た し は閉所恐怖の傾向があ る の で．狭小なユニッ ト ・
パ ス を き ら っ て，よ く かよ っ た。 神通川 を こ えて，都
市の 中心街へでか け る こ とは，あ ま り なか っ た が， わ
たしの欲求 は， この第一次生活地区であ る ところの ，
大学街（？）でほぼ充足した。 富山大学の キャンパ ス
と と も に，わ た し が く ら した五福の町 は，わた し に とっ
てわすれが た い 。

わ たしは，そ の一角 に お い てγ富山の都市生活を経
験 し た 口 大学の発達に，そ の周囲の街は， ト ータ ル な
大学の あ り かた と し て，ふかい つ な が り が あ る D

わ た し が愛好 し た店 も 銭湯 も ，変化 は あって も ， 調
和 し た形で生 き の こ っ て も ら い た い。

こ と し の夏に な っ た ら，わ た しはま た，性 こ り も な
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雷同人文学部教授

1986年の 4月に．人文学部
の文化人類学研究室に赴任 し
てか ら ， ま た た く まに 3 年 が
すぎたよう な感じがす る ロ わ
たしのばあいは，前回2回に
わた っ て，かな り 長期のアフ
リカ調査に出張 も し，ま た，
持病の た め に，メデ ィ カル・
コ ントロールに しば ら れ る こ

と も あ っ たか ら，わ た し の富山ぐ ら し は， も っ と ，み
じかか っ た と いう実感があ る 。 そ れで も，そ の間，有
意義 な経験を あ た え ら れ，研究室の生活を た の しむ こ
と がで き た の は，人文学部教授会の寛容 と ，同僚 の赤
阪先生や院生・学生諸君の協力 の おかげで，心か ら 感
謝 し た い。

富山周辺の 町や村の民俗生活の動態は，人類学徒の
関心をひ き つ け てやま な い も の があ る 口 わ た し は ツ ン
グー ス民族誌やアフリカ民族誌等を講じ は し たが，地
も と に，自分の あ た ら し いフ ィ ールド を開拓す る余力
がなか っ た の は，残念である。 し か し，院生・学生 た
ちの調査発表 に接す る た びに刺激され，わ た し の世界
はひろ く な っ たロ 富山 に こ な け れば，え ら れなかっ た，
た の しみのひ とつであ る ロ こ と し の秋，あた ら し い調
査実習に，学生 たちに同行 し て，かつて の立山信仰の
宿切集落，芦｜肺寺 をかい ま 見 る機会があ っ たが， 実際
に足をは こ んで味わう景観 は格別で， こ れ ま で に も っ
と，調査実習に 同行すればよかっ た の に と，おもっ た
こ と であ る 。

こ の二月中旬のある朝，研究室の窓か ら ，ユ リ ノ キ
にふ り かか る 粉雪 を な がめ た口 こ の ま ま積雪 に な れば
と お もったが，駄 目 だった。 こ の三年の あ い だ，富山
の雪ら し い雪を見 た こ と が な い巴旧制中学の こ ろ手に
し た「北越雪譜」の豪雪ほどで は な い に し て も，大雪



く ，東アフリカのサバンナへでか け たい と ねが っ てい が， い く らかで も ，アフリカを見 る自に反映 してほ し
る ロ 富山大学三年の あいだの，ささやかな経験 と 思索 い も のであ る 。富山大学の発展をいの り たい口

は刻、.lfi�’hγ守合 定年退職にあたって ？”’1-ftl’h 1-11 lf_令

教育学部教授 泉 敏 郎

§ 1 電話交換台のこ と
テ レビで 「電話番号案内 」

の特集を見 た。番号を尋ねる
以外にも， いろいろな事を交
換嬢に問 う 人が多 く 驚かされ
た。このこ と か ら 推 し量る と ，
わ が富山大学 の 交換台 に も
「今日の 富 山 の天気 は雨か雪
か」 「卒業式にはどの よ う な

服を着ていけばよいだろ う か」等々の，父兄か ら の 電
話が数多 く 寄せられているのではないだろ う か。

近頃は 「テ レフォン・サービスjが普及 し， 気軽に
電話をか け る 風潮があるた め，何 く れ と な く 交換台に
聞 く のだろ う 。電話で は顔が見え ないので， 「富 山 大
学です」 と 言わ れ る と ，交換台であ る こ と を忘れて，

（例えば 「00学部の庶務につ な い で」 な ど と は言わ
ず）自分の用件を勝手に話 し出 し た り す る ロ 交換台 も
さぞか し困っ ている も の と思 う 。学生 も父兄 も 一般の
方 もく4 1-127 1 は交換台である〉こと をぜひ心 に銘じ
てほ しい も の だロ

私の経験で も ，学生 に電話をか け た 際 に，
①こち ら が名前を告げている に も 拘 ら ず，先方 は 名

前を名乗 ら ない。母親か姉か妹か， は た ま た同宿 の友
人か管理人か，分か ら ないので困 っ て し ま う 。

② 「呼びにい っ て き ま す」 と 言 っ て， 「お待ちい た
だ け ま すか」の一言 も ないま ま 受話器 を置 き ，長時間
待たされる。

③用件を言 う と 「待 っ て く ださいロ メモ用 紙 と 鉛筆
を取 り に行 き ま すJ と 言 う D

④復唱や確認 も し て も ら え ない。
と い っ たこと が よ く ある。交換台の苦労が偲ばれる白

さて，自宅か ら東京の会社に出版のこ と で電話 し た
と ころ， 「ちょ っ と 切 らせてい た だ き ま すロ こち ら か
ら か け直 しさせていただき ま す」 と の返事。不服 な顔
を し ている と ，家内に 「いい会社ね口 あ な た に電話代
を払わせない心遣いよJ と 言わ れた。私 はこの よ う な

気 く ば り を し て き ただろ う か。恥ずか し く ，思っ たD
顧みれば． 無用 の電話を長々 と し たこと はなか っ た

かロ 私が切 ら ない限 り ，相手 は受話器を置 く こ と を遠
慮していたに違いない。しかも回線はふさがれたまま
であるロ 二重 の迷惑を関係者にかけていたことになるo
併せ，正に他人事で はない， と 反省した。

或る大学の教官 に電話 し，不在であ っ た場合 に， 伝
言を頼む先 は総務課が適当か，庶務か学務か教室か，
と 迷 う こ と が あ るo と す れば，逆に私あての電話で交
換台はおそ ら く 大変な苦労を払 っ てこ ら れた こ とであ
ろ う 白交換台の皆様，40年間本当にお世話にな り ま し
fこ。

§ 2 庶務係のこと
会議通知・諸連絡などで一方な らぬお世話にな っ た。

庶務係の ご尽力な く し て は，一日 も 日を お く る こ と が
で き なか っ た と ，感謝 し ないで はい ら れないロ

§ 3 会計係のこと
昭和25 年4 月にこの大学に採用され たが，その 頃校

舎は木造で，暖 は火鉢で と っ てい た D 授業中 に一酸化
炭素中毒で倒れた教官 も 時々お ら れ た白今日の設備の
充実を見 る と 昔日の感があ る。これ ら は皆，会計の方々
のご苦労の賜物である。部匡やトイ レ の清婦など も あ
ま り 気づかれ ない事であるが，各位の格別の ご配慮に
よ っ ているロいずれ も忘れ ら れ ないロ

§ 4 学務係のこ と
成績管理 は言 う に及ばず，学生 の厚生補導，就職指

導，休・ 退学 あ るい は復学など，特別の ご尽力をい た
だいた。教育機関 と し て の重責は，学務係の方々 の 支
援によ っ て多 く は果たされているよ う に思 う 。

§ 5 富山大学を去るにあ た っ て
正門か ら学内風景を見るロ かつ て は小さか っ たハン

テン木（ユリノ キ） も すば ら し く 大 き く な っ た口 歳月

4・A



の蓄積が確か に そ こ に あ る D
上記の方々 に限らず，お名前 も顔 も 存じ上げな い数

多 く の皆様 と 学生諸君 の お か げで，40年の教師生活を
こ こ で送 る こ と がで き た。 喜 び と 感謝 の気持ちで一杯

であ る 。
皆様，本当に あ り が と う ござい ま したロ ど う ぞ 御自

愛 く ださい 。

退官にあた って
教育学部教授 林 良 重

去 る 2月 14 日午後 4 時から
約1時間半， 最終講義（公開）
を いた し ま した口

私の講義（演示実験を含む）
は，私の工夫 したマ ン談です。
マ ン談は マ ン談で も ， 漫才の
マシで はな く ， 私の つ も り か
らいいま す と ， 満足の満で し
て，内容の充実 した， 張 り 切 っ

た満談です白
私は本学 に お いて恐ら く 何百四か講義を した と 思 い

ま すが， し か し実際正直な と ころ，満談を した と い う
充実感を も っ て講義を終えた と い う 経験 は実に婁々た
る も ので し て， ほ と んど い つ も自分 は少 し準備が足 り
な か っ た， あ の所 は少 し失敗を した と か， 何らか の悔
恨の念に かられて き ま した。 最終講義 も そ の例外で は
あ り ま せんで した。

も う 四十年以上 も や り な がら， ど う も満足な講義 も
ろ く に で き な い よ う なこ と で， ま こ と に恥ずか し い 次
第です口 も う 一度や り 直さな け ればい け な い と い う こ
と で は な いか と 思 い ま す。

し か し， 時す で に お そ く ， 定年退職 と い う こ と にな っ
て し ま い ま した。

富山で生れ， 富山で育ち，富山で教職につ き， 武者

修業のため に二十年間富山 を離 れ， 望郷の念に から れ
富山大学に来 ま した私が， ま た富山を去 る こ と に な り
ま した。

「富山大学 に北陸の理科教員養成 の拠点を創れ」 と
の故玉虫文一先生， 柿内覧信先生，八杉龍一先生 の激
励の声に送られ，多少ド ン・キ ホ ーテ的な気持ちで決
心を し ま し て， こ の キ ャ ンパ ス に や っ て来ま したが，
そ れから もう 1 1年に な り ま す。

そ の間歴代の学長，学部長や同僚諸兄 と 共に私 も微
力 を尽 し て ま い り ま したが，今何事を な し得たかま こ
と に あ や し い も の であ り ま す。 し か し そ の聞 に いろ い
ろな方々から受け ま した知遇，恩情 と い う も の は身 に
し みて感じて い る 次第です。 つ く づ く 先輩 ， 同僚 ， そ
れから学生諸君 の理解 と 友情 と い う も の を感じな い で
はおられ ま せん。

また， 附属小学校長を三年半 も 併任 し， 先輩， 同僚，
保護者の皆様から受 け ま した知遇， 恩情に対 し， 心 か
ら感謝 いたしてお り ま すが， 何事 を な し得たか， こ れ
も ま こ と に あ や し い も ので あ り ま すo

長 い間本当に お世話に な り ま した。 ご指導ご支援を
いただ いた多 く の方々に心から感謝 いた し ま す と と も
に， 皆様の ま す ま す のご発展 と ご多幸をお祈 り 申 し 上
げま す白
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教育学部教授 志 波 和 子

「今 は 昔」 ロ 卒業・転勤・
退職など と ，この季節に人は，
た び た び送 っ たり送 ら れたり
し て き ま したo折にふれ時 に
従 っ て縁あ っ た人々 と も ，こ
の 時を境にサヨナラをす る ，
再 び巡り逢 う の は いつ，どこ
で な のか予測で き ないーそ
う し た時に感じ る 一抹の淋 し

さ は，別れゆ く 人 と の懐か し い様々な思 い 出 と 重な る
こ と で，次第次第に胸に泌みて く る と い っ た も のだ っ
たでしょ う か。そ れ は ま た，やがて来 る 自分の 退官 を
予感 し た も の で あ っ たのか も知れませんロ

しか し ，現実に「これで終わり」の そ の日を間近 に
控 え て み る と ，送 ら れ手の感慨 は送 り 手の も の と は些
か違 う よ う です。 淋 し い に は違い ないのですが， そ れ
を包み込む大 き な安堵感，ここま で辿りっ き得た満足
感 と 解放感が，日が近づ く に つ れ湧 い て く るか ら 不思
議です。

富山大学教育学部一一この“終 の学 び舎”に は九年
半お世話に な り ま し た。 それ以前 は学部附属幼稚園 に
勤 め てお り ，縁あ って教育学部 に迎えて い ただ い た も
ので，少 し 変 っ たケース で し たロ幼稚園での教員生活
は長 く ，勤務年数の47分の25，つま り 過半数 を過ご し
たこ と に なりますロ そ の幕開 け が，昭和27年着任の 附
属幼稚園教諭。 場所 は現在，大学本部の在 る と ころ，
敗戦の後に は「つわ も の共の夢の跡」の地 と 化 し た，
旧連隊 「将校集会所」。 焼 け 残 っ た いかつ い建物を利
用 し て開設されて い ま し たt因み に附属小学校 は そ こ
か ら 少 し離れ た馬小屋で し た）。

今 も 亭々 と 聾 え る 銀杏や杉の木の間を めぐり，子ど
も 達 と 互 い に声 と 心をこだませて遊 び暮 し た も のです。
現在の理学部近辺，附属図書館辺り も そ の頃はすべて
原 っ ぱで．木造の 畜舎がつ き あ たりに建 っていま し た。
子ど も 達 は，緑の 草原 を わ が庭 と し ，畜舎の兎や放飼
い の 山羊，繋がれ た牛・ 綿羊など も 友 と し て，駆 け め
ぐ っ た の です。 そ の後，幼稚園 は何度かの転居を経て，
現在の名実相伴う園に至 っ て います。 そ の間，子ど も
達 と 共に遊びな が ら ，或 る 時 は充実感 に浸り，或 る 時
は自身の保育観が動揺を き た す 中で模索 を続 け て お り

ま し た口
大学人 と な っ てか ら は，学生指導のため も あ っ て，

過去の保育実践の 中 に よ り確かな系統性を見出 そ う と
努め，学問の 世界を覗 き 込んで知 る 喜びを味わ う こ と
がで き ま し たロ 思索のパッチワ ーク期 と で も 申 し ま しょ
う か，この こ と を通 し て自 ら の足跡を鳥服 し統合 し て
き たと考 え て い ま す。 思 えば，幼稚園在職期に は幼 い
子ど も達か ら ，また大学奉職期に は幼児教育課程の 学
生か ら，若々 し さを吸収させて も ら っ て い ま し た。 そ
の はち き れそ う なエネルギ ー を わが活力源 と し て き た
と い っ て も 過言ではあ り ませんo

昨日の日曜日，夕方近 く にふ と 早春の城祉公園を 散
歩 いた し ま し た。 桜の 芽 は，枝 と 同じ茶褐色を し て は
い ま し た が，そ れで も 鳥の足あ と 状に小枝の先々に つ
き ，僅かな丸みを示 し て咲 く 時を待っ て い ま し たo 林
の 中 を歩 いて い く と 辺り一面に20数センチの枯れた棒
が落ちて います白見上げ る と そ れ は き ささげの木で し
たDささげを束ねて吊り下げた形の英果が高 く 細 い梢
の先にぶ ら さが っ て残 っ て お り ，番傘の骨のよ う に も，
また茶築を吊り下げた よ う に も見えます。 す る と そ の
時，遥か上空に，音 も 無 く 閃光だ け が小さ く 鋭 く き ら
め き ま し たロ 目を凝 ら す と ，イカの透視を思わせ る よ
う に機体がかすかに透けて見え， ジ ェッ ト 機で しょ う
か，それがス ーツ と 去 っ て いきま し た口 残された 空 に
は，いつ の聞にか宵の満月が昇って き て いますD 誠に
大 き く ，翌日（ 2月20日）の皆既月食を前に して，ゆっ
たり と し た存在感を誇 る かの よ う です口 この散歩の間，
犬を連れ た人に二人出会いま し た 口 空気 は柔 ら か く ，
冷た い 中 に も春め い た も の を感じさせ，かつ て 「勝地
は も と よ り定ま れ る 主な し 。 お おむね山 は山を愛す る
人に属（ しょ く ）すロ 」 と 人 と 自然の交流を詠ん だ白
楽天の，そ の 昔 も 偲ばれて き ま す。 これか ら 迎え る 老
年期 に は，そ う ，散歩 のこう し た楽 し み も一つ待 っ て
い る の だ と ，心が弾んで き ま し た。 また， この よ う に
考え る こ と自体 も ， 永い時の流れの 中 にーシ ーン と し
て織 り 込ま れて，私の今昔物語にピリオドが打た れ る
時を迎え る のか，な ど と 思 い，不思議に和んだ気持ち
に も なりま した。

様々に ご迷惑をおか け し たであろ う こ と への お詫び
や ら，多 く の方々に支え ら れて今日あ る こ と の有難 さ
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や ら を， し みじみ と 思い な が ら 帰路を辿 っ た初春の 散
歩 な の で したD
一一流れゆ く 大根の葉の 早さかな（虚子）

－もも・：感....：：府：：守む－明： 退官の ご挨拶もも：：：＇.＇�...：駒：：事：；：f母、：

定年 によ り 退職す る ことに
な り ま した。 本学 に着任 し た
の は昭和46年10月 で したか ら，
本学在職期間は17年半 と い う
こ と に な り ま す。 定年を迎 え
た に し て は勤務年数が短い方
か も し れ ま せん。

私の場合，国家公務員 と し
ての在職期間 は4 3年余 り に な

り ま すが，その大部分を経済企画庁（経済安定本部・
経済審議庁か ら改組）で暮 ら し て ま い り ま した。 経済
企画庁で は永年勤続の表彰を受 けま した。 同庁の表彰
規程で は，他の省庁の分も通算して20年以上勤続者に
つ い て 5 年 ご と に対象 と することにな っ て い ましたo
20年，25年，30年， と 副賞の銀盃が少 しず、つ大き く な っ
て い っ て，三つ重ねが出来る 仕組みにな っ て い ま す ロ
私 は，20年と2 5年の銀盃 を いただ い てか ら 本学へ出 向
と な り ま したの で，三つ重ねは完成 し な い ま ま です口

昭和46年 の半ば頃，初 め て，富山大学への話 を耳に
した当座 は，不安材料が多 く ，なかなか決心がつ き か
ねて い ま した。 東京都内の国立市に マ イ ホ ームを建て
て10年ほど しかた っ てお ら ず，また富山県 は， 国鉄で
通過 したこ と も な いほど未知の土地で，予備知識 と し
て の情報が全 く な い，とい っ た事情 も あ り ま したが，
なん と 言 っ て も ，永い間行政官 と し て仕事を し て き た
者 と し て は，総理府事務官の タ イ プが出来上 っ て し ま っ
て い る と ころへ，文部教官への転身 と いう問題が降 っ
て湧いた よ う に 出 て きたわ け ですので，全 く 先の見通
し がつかな い， と いうのが当時の心境だ っ たように恩
わ れ ま す。

故新田隆信先生（当時の経済学部長）の お勧め や，

経書学部教授 瀧 好英

篠原三代平先生初め東京在任の先輩方のアドバイ ス が
あって， と にかく離京とそして教職への転身 と の決心
を いた し ま し たo そ う し て，実際に新 し い任務に つ い
てみ る と ，官庁の仕組み と 大学の仕組みは全く 違うこ
とにま ず戸惑い を おぼえ ま した。そ の違い を理解 し 受
け入れ る のに はず、い分時聞がかか っ たように記憶 し て
い ま す。 しか し，3 年， 5年，1 0年 と 過ぎ て ゆ く うち
に，大学 と いう職場 はもちろん，研究者 と し て の 生 き
方自体 も ，自分 に向 いてい るような気が し て ま い り ま
した。 そのうえ，富山という土地柄 も ，私にと っ ては
大変魅力 の あ る と ころであ るように思え て き ま し た。
そう し て結局の と ころ は，定年後 も富山 に落ち着 く 決
心をす る こ と にな り ま した口

以上の よう な わ け で，国家公務員生活の最後の ステッ
プを富山大学で過 ごせたこ と は大変な幸せだ っ た と つ
く づ く 感じてお り ま すロ 総理府事務官か ら 文部教官へ
の転身に は，並々な らぬ苦労が伴 っ て い ま したが，思
い っ き り 頑張 っ て克服 しよう と 心掛 け て いた時期 は，
私な り に大変充実 した生活を営むこ と がで き た と ，思っ
て い ま す。言う ま でもな く ，定年退職 は国家公務員 生
活の終息であ り ま すの で，私 にと っ て は，在籍年数 の
圧倒的 に多 い事務官時代がま ず回顧され る は ずのよう
に思わ れ ま す。 しか し実際に思い浮ぶの は，ほ と んど
最終 ス テップの富山大学 に お け る 教官（ と いうよ り は
研究者） と し て の生活だ け な の は不思議でな り ま せん口
事務官生活に手を抜いたおぼえ は毛頭あ り ま せんが，
年を と っ てか ら の転身 は，や は り こたえたのか も し れ
ま せん。

経済学部 の先生方，事務の方々初め学内の大勢の方々
に大変お世話 に な り ま したDおかげ様で無事この日 を
迎え る こ と がで き ま したこ と は大変有難 く ，皆様 に 心
よりお礼申 し上げま すロ

aA1
 



〆φ�，のも＠ゅの仙定 年

わ た く し は，昭和29年 4月
経済学部 に奉職 し，昭和31年
4月から講義を行な い，演習

（ゼ ミ ） を担当 し た 。 以来，
わ た く し のゼミ出身の卒業生
は350名 を超え る に い た っ た ロ
彼ら は，わ た く し の宝であ り ，
誇 り そ の も ので も あ る 口 慾深
い話な がら，親子二代 に わ た

る わ た く し のゼミ出身者は い な い が，父親が経済学部
の卒業生であ る と い う の は二組 も あ る D

い う ま で も なく，研究 と 教育は不可分一体の も の で
あ る ロ学聞の研究に定年 は な い と 励まされ る 口 そ れ は
確かに真理であろ う 。 わた く し も ， そ のよ う に超然 と
純粋 に生 き る べく心掛 け た い と も思 う 。 しか し， 凡人
の わた く し は，む し ろ教育の面にアクセ ントを お き た
い。 教育に は学生の存在 を前提 と す る 。学生な く し て
教育 は ない口 わ たく し の も と に学生が来な く な っ た と
き ，わ た く し は限 り な い寂 しさ と 空虚を感ず る であ ろ
う ロ 制度的 に，学生がわ た く し を顧みな く な っ た と き

雑 感θ匂！の！のゆ”の·n1

経済学部教授 山 崎 佳 夫

が，正にわ た く し の定年で あ る 。 わ た く し は，定年 を
この よ う に解 し た いD

さ る 1月26日に は，経営学科で，わ た く し の最終講
義(la derniere classe）を しつらえて頂 き ，301番教室
は満席であ っ た。 論題に は， 「わ が国商法に お け る 計
算思考の変遷jを選ばせて も ら っ た。 ま た き た る 5 月
7 日に は，ゼミ出身者がわ た く し 達夫婦を招待 し て ，
退官を記念 し た行事を催おす予定であ る 。 いずれ も ，
わ た く し に 「有終の美（有終完美）」を飾 っ てや り た
い と い う 厚い好意から き たものであ るD 有難い極み で
あ る 。

わ た く し の学生時代（大学予科） に習 っ た英語の 教
科書の なかで，James Hilton著の“GOOD-BYE, MR. 

CHIPS” と い う の が印象的であ っ た 。 そ こに はChips先
生の40年有余 に わ た る 教師生活が叙述されて いる色わ
た く しの教師生活 は， 内容的 に は と て も Chips先生 に
お よばな いが，形の上で，学生側からすれば，“Good­
by, Mr. Yamazaki＇’ と な り ，わ た く し の側からすれば，
“Good-by ·my Boys and Girls，， と な る ロ わ た く し は，
感謝 と 感激 を も っ て 富山大 学 を 去 る 。 “ADIEU,
TOMIDAl ！” 
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匂安ぢ旬、多ゐ@f雪、 退 官 に 際 し て w、伊令傍@if'匂を

5 年閣の富山大学の生活が
夢 の よ う であ る c

こ こ に来 る 前 に い た大学で
は，定年が近づ く に つ れ， そ
の後の人生 をどの よ う に過 し
た ら い いかを考え る こ と が多
く なった口 当時，私 は物理学
の研究をおこな う 附置研究所
に勤務 し，狭い分野の興味で

う ご、いていたので，いつの日にか，物理学を広 く 見渡す
機会があれば， と漠然 と考えていたが，定年を機会 に，
そ の後の一時期を一般教育の教師 と して過す こ と に よ り，
こ の願いを満す こ と がで き れば， と思 う よ う に なった。
それと，子供の噴か ら 山歩 き が好 き で， そ の後 も ずっ と
続けていたので，いちどは，高い山々 を身近 に望み， 気
がむけばいつで も それに歩み入る こ と がで き る所に住ん
でみたい と望んでいた。 幸い，本学の教養部 に来 る こ と
がで き たの は，何 と いって も好運であった。

私の専門は，圏体電子論を基に し た，物資の光学的
電気的性質 の実験研究であ る が， こ こ に来，一般物理
の講義の準備を はじめてみて，予想 し て い た こ と と は
い い な が ら ，自分の知識が粗雑で断片的な も の であ る
こ と を思 い知 らされた。 今迄やって来た こ と が，物理
学の体系全体の ほんの一部であったか ら であ る 。 自然科
学は実証の学問で，昨今は，実験家は特定の問題を も っ
て，大型装置を動か し，いつ も体を う ごか し て忙 し く 走
り 廻っていなければな らぬ． と い う よ う な風潮があ る。
しか し，物理学が学問であ るか ら に は，思考 に よ る知的
な抽象化の作業な く し てはな り たたず， こ れを行 う 期間
が必要で，これ と 現象の体験 と が交互にあって， はじ め
て進展があ る と，思われ る 口 こ の よ う な意味で， 静かな雰
囲気の う ちに，物理学を学問 と して考え な おす機会の多
かった富山の 5 年間は，私に とって大 き な収穫であった。

山歩 き に つ い て いえば，光 に満ちた初夏の剣，立山，
薬師の周辺，紅 と 緑をち り ばめ た 秋の黒部川流域，飛
騨，美濃へ と つづ く 冬か ら春にか け て の雪 の山 々 な ど
を堪能 し，富山 に住 ん で はじ め て得 ら れ る ，充実 し た
日々 を送る こ と が で き た口 当地 に来た 甲斐があった と
い う も の であ る 。

富山大学に対 し て私が し た こ と と いえば，学生に 物

教養部教授 小 林 浩 一

理学 を講じ た く ら い で，他に あ ま り 役立つ こ と がなかっ
た の で は な いか と ，申訳な く ，思って い る o したがって，
去る に あ た り 云々す る資格 は無 い よ う に も思 う が，敢
て一言つ け加えさせて も ら い た い白

富山大学が今後 も かかえ る 問題 と し て，キャ ンパ ス
の乱雑さがあ る か と思 う 。 これが自動車の駐車 に深 く
関連 し て い る こ と は，誰 し も 感ずる と こ ろであ ろ う 。
しか し，こ れ は表面 に あ ら わ れた現象であ り ，そ の 底
に は，大学の キ ャ ンパ ス がど う あ る べ き か と い う ， 基
本理念が希薄であった こ と が あ る の で はなかろ う か。
こ れが原 因 と な り ，今の様な状態 にず る ず る と なって
し ま った よ う に思え て な ら な い ので あ る 口

キ ャンパ ス は学生 と 教職員が学問 し生活す る場であ
り ， こ れに必要 な空間を予じ め確保 し た上で，残 り の
部分を他の使用 に供すべ き だ と 思ってい る D 具体的 に
は，外国の多 く の大学に 見 ら れ る よう に，人々が三々
五 々 と 歩行 し，休憩 し，会話す る屋外の可成 り の 面積
の場所が，キ ャンパ ス の 中心 に必要であ り ，ま ず こ れ
に優先的 な配慮をすべ き で あろ う ロ現在， こ の条件 を
満す空間 は，正門か ら図書館にかけての メ イ ンス トリ ー
トが唯一の も の で， も し ． こ こ か ら自動車 は勿論 の こ
と，視覚や聴覚 に と ってどぎつ く 騒々 し い一切 の も の
を も 排除 し，これを庭園式の広場 に変え，新黒田講堂
と も連結させ る こ と がで き れば， キャンパ ス の様相 は
一変 し，あ たか も自動車 のジヤ ン ク ヤ ード の よ う な 中
に校舎が散在 し ，学生の憩 う 場所が屋外に無い現在の
キャ ンパ ス が，大学 にふさわ し い も の に変 る の で は な
いか と思わ れ る 。 自動車 は，キャ ンパ ス の周囲を 回遊
す る よ う に も う け ら れた一方通行 の自動車道 を使って
通行 し，自動車 に よ る建物へのア ク セス は，すべて裏
側か ら行 う よ う に で き な い も の で あろ う か。 駐車台数
は今よ り 少 し は減少す る か も知 らぬが，大学 キ ャ ン パ
ス が本来の姿を と り もどす為に，我慢す る 価値 は充分
に あ る と 思 う の で あ る 。

いずれにせよ， こ の 5 年間の生活は，私の学聞に と っ
て も ，又，生活 に と って も ，稔 り あ る も の であ り ， 人
生の一時期を， こ の よ う に過させて戴い た 大学当局，
同僚の方々 ，又講義 に出て く れた学生の諸君に ， 感謝
の意 を表 し た い。 深 い愛着を も っ富山大学の今後の発
展を祈 る や切 な る も の があ る 口
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新 任 教 官 紹 介

。 西 村 克 彦 助手 （理学部） 63 . 1 1 . 1 
昭56. 8 新潟大学大学院理学研究科修士課程退学

担当 ： 国体物理学

新 任 の 御 挨 拶

昨年11月 1 日よ り ， 理学部
物理学科国体物理学講座の助
手 と な り ま し たoよ ろ し く お
願 い 申 し 上 げ ま す。

私は， 学生時代を含め12年
余 り を隣の新潟県で過 ご し な
が ら ， 今回初 め て当地を訪れ
ま し た。 浅慮 な印象を述べさ
せて頂 き ま す と ， ま ず路面電

車が運行 し て い る の を見て嬉 し く 思 い ま し た。 私の家

族 もこの電車を気に入 り ， 現在南富山駅か ら徒歩 2 分
のアパー ト に住みな が ら ， お お いに利用 しておりま す。
街の 中心にお城が あ る た め ， 街全体に落ち着 き があ る
ように思われま す口更に， 三千米級 の立山連峰が間近
に控え， その雄大 な姿に感激致 し ま し た 。 呉羽山か ら
見 る 立山 も い い ですが， 私 は富山大橋か ら 見 る 立山 が

理学部助手 西 村 克 彦

好 き ですロ 私の講座の佐藤教授 は ， 月間 の自宅か ら 見
る 立山が最高だ と お っ し ゃ っ て お ら れ ま す。

本学で は， 磁性を 中心 と し た固体物理学の研究を進
めてい く つ も り ですB 以前は原子核物理の実験を行な っ
てお り ． 学位 も その分野 の研究で取得致 し ま し た。 そ
の た め研究内容が多少変 り 不慣れな点 も あ り 講座の先
生方に御迷惑をおか け し てお り ます。 しか し ， 最近様々
な分野のアイ デ ィ アを融合的に活用 し よう と す る 試み
がさかんです。ですか ら研究分野 を変え る こ と は必 ず
し も マ イ ナ ス と は な ら ず， 私に と っ て こ の変更が プ ラ

ス と な る ように努 め て ま い り た い と ，思い ま す口 私の 周
りの大学院生が自主的に研究を進 め て い る様子を見て
勇気付け ら れてお り ま すロ

今後 も微力 な が ら本学にお け る 責務を果 し て参 り た
い と 存じ ま すので， 諸先生な ら びに事務官の皆様の御
指導 をお願い 申 し あ げ ま す。
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教育学部助手 丸 山 茂 徳

1 98 1年にアメ リ カ に渡 り ，
P D F  （ ポ ス ト ドク） と し て
ス タ ンフォ ード大学に 1 年 と
4 カ月滞在 し たo 私の専攻 は
地球科学 の 中 の岩石学 と い う
分野で， 地殻の 深部で起 き て
い る 鉱物聞の北学反応を調べ
る と い う 学問であ る 。 私の研
究テーマ は予め向こ う の研究

グ ル ー プ に よ っ て決め ら れ， 幾つかの鉱物と 共存す る
溶液中 の A l の溶解度を測定 し て， 鉱物相平衡を議論
す る こ と に な っ て い た ロ 向 こ う に到着 し て実験の原理
を調べてみ る と ， こ の実験が労多 く し て殆ど意味の な
い こ と を悟 っ た私は， 返事だ け “O K ” と い う こ と で，
結局そ の実験 に つ い て は何 も し なか っ た白代わ っ て ，
当時すぐに解かれ る べ き も っ と 重要 な実験の幾っかを，
昼夜間わず実験 し て い る う ちに あ っ と い う 聞 に 1 年 と
4 カ 月が過ぎて し ま っ たロ 実験の合間 は論文書 き と N
s F プ ロ ポ ー ザ ル 書 き の連続で大変 な 日 々で あ っ たD
1982年以降， 毎年 3～ 4 カ 月 を ス タ ンフォー ド大学

で過 ご し ， 私自身の研究の続 き ， 大学院生の研究指導，
u s  A・中国共同研究， 論文及 び専門書の執筆 と い う
作業を繰 り 返 し既に 7 年が経過 し た。 こ の聞にアメ リ
カ 大統領 は カ ー タ ーか ら レーガンを経て プッシ ュ へ と
代わ り ， そ れ と 共 にアメ リ カ 経済 は次第に 悪 く な り ，
そ れ は如実に科学研究費採択率の低下へ と 反映されて
き た。

初 め て ス タ ンフォードへ渡 っ た時， 私 は大変 な カ ル
チャ ーシ ョ ックを受け， ま た英会話が殆ど理解で き な
い と いうハンデにさい な ま れ大変な毎日 の連続で あ っ
た。 相手の英語の質問 を ま ず 日 本語に翻訳 し理解 し た
上で今度は返答を ま ず 日 本語で考 え次 に英語 に観訳 し
て発音す る と い う 異合 い で あ っ たか ら ， 一 日 が終 る と
異常な く ら い頭が疲れ， ベッドの 中で本当に泥の よ う
に な っ て眠 っ た。 何 カ 月過ぎて も 一向 に英語 は上達 し
な い の で， あ る 時つ い に ， 見切 り をつ け て， “私 は英
会話の勉学に き た ので はな く ， 研究に来たのであ っ て，
論文を読 み 書 き 出来ればそ れで英語 は十分な のだ， そ
れ以上の こ とは不必要で は な いか”と自分に言い聞か
せ， 自己満足す る こ と に し て自分の研究に没頭 し た 。

そ う す る と 不思議な く ら い 気分が楽 に な り ， 実験 も 含
めて全て の こ と が順調に進んだ口

今思 い起 こ す と ， 私 は こ の頃の こ んな経験を通 し て，
“ 集中力 ” と い う も の が研究に と っ てどれだ け大切か
と い う こ と を学んだと思 う 。 こ の頃は， 24時間ず っ と
研究の こ と だ け を考 え て過 ごす こ と が出来た。 突然何
かを思い 付 く と メ モ す る 習慣を持つ よ う に な り ， ど う
し て も解 け な い問題が夢に ま で現れ た り ， 夢の 中で何
かを思い付 く と反射的に 目 が覚 め て メ モ をつ け る と い
う 習慣が身に つ い た。

こ う い う 生活 をず っ と 続 け て き た た め に私 は ス タ ン
フォ ード大学 をすみずみま で散歩 し た り ， こ の大学 の
歴史や歴代学長 に つ い て研究す る とい う 時閣を持つ こ
と がで き なか っ た。 だか ら以下 に はほんの概要を紹介
す る こ と しかで き な い。

ス タ ンフォ ード大学 は広大な キャンパス の 中 に ス ペ
イ ン風の建築様式に統一された研究施設が美観を損ね
な い よ う に立ち並 び， ア メ リ カ 圏内 の大学 の中で も ひ
と き わ違 っ た外観を呈 してい る。 創立者の ス タンフォー
ド卿 は西海岸 の ゴー ル ド ラ ッシ ュ の時に金の売買で得
た資金を基に鉄道王へ と 駆 け上が り 巨万の富を得た人
であ る o典型的なアメ リ カンドリーム の人物の一人 で
あ る が， 子供 に 恵 ま れず， 年老 い てか らやっ と 得 ら れ
た一人息子は大学に入学す る年頃に な っ た時 に腸チフ
ス にかか り 死亡す る と い う 悲劇 に み ま われた口 こ の 事
件が き っ かけ に な っ て彼は莫大な全財産をつぎ込んで，
息子の大学 と い う 意味で“ス タンフォード レ ランドジュ
ニア大学 ” を設立 し た の が ス タ ンフォード大学の始ま
り であ る D大学 の も つ財産 は創立当時全米で も し 2 
を争う く ら い で あ っ た と い う が， 大学自体の レ ベ ル は
全米 の中で ま ん 中ぐ ら いであ っ た。 そ の大学を こ こ 数
年間， 全米 ランキング第一位（アメ リ カ は面白 い国 で
学識経験者を対象に して学問と教育の充実度をアンケ ー
ト 調査 し ， ランキン グが毎年一回発表され る ）を ず っ
と維持す る ま でに押 し上げた功績は工学部の タ ー マン
博士 に あ る 口 彼 は， 日 本で は大学紛争が始 ま り 産学共
同がやり だま に挙げ ら れて い た頃， 大学の周 り にシ リ
コ ンパ レ ー と 今日 で は呼ばれ る企業地域を， 徹底 し た
産学共同体制で作 り 上 げたロス タ ンフォード大が研究
し ， 周囲の企業 は そ の 成果 を 産業 に 応用 し ， 得た利
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潤を企業は大学に投資す る と いう仕組みで大学 も企業
も 酒 っ た。 タ ー マ ン学長 はこう し た努力で，数人 の 教
授を雇え る 資金の めどがた っ た 時に，ずば抜 け た才能
を も っ教授を一人しか雇わ な いかわ り に，彼に他の大
学の数倍の給料を支払 っ た。

彼 は． 学聞 は ご く 少数の優れた研究者の も と で進 め
ら れ，そ の研究者 （ タ ワ ー）の周 り に は優れた学生や

共同研究者が必然的に集ま る こ と をよ く 知 っ て い た と
思 わ れ る 。 大学 を経営す る側で は そ の タ ワ ー を作 り ，
維持す る こ と が も っ と も 優先され る べ き こ と な の で あ
る。 ス タ ン フ ォ ー ド 大学のサ ク セス ・ ス ト ー リ ー は 日
本の地方大学が学ぶべ き 何かを 語 っ て い る と思うの は
私だ け で は な い だろう白

考洪＝診建議嘱会参冬 小 国 ベ ル ギ ー と ヨ ー ロ ッ パ 合衆 国 今母＝事会総＝ミ令長室＝

理学部教授 松 浦 郁 也

ベルギ ー は ヨ ーロッパ北西
部に位置 し た 人 口 約 900万 の
何の変哲 も な い小国 と し て し
か知 ら れて お ら ず， 日 本の若
い旅行者が訪れ る所 と言えば
首都 ブリ ュ ッセ ル に あ る小便
小僧やナポ レ オ ンが最後の戦
い を挑んだワ ーテルロー の古
戦場や フ ラ ン ダー ス の犬の小

説 に でて く る 主人公パ ト ラッシ ュ が住んでいた と され
る ア ントワ ープの近 く の村ぐ ら い の も の で しょう口 し
か し 中世 に毛織物業や貿易で栄え た プリ ュ ージュ ， ゲ
ント，ルー パ ン などの 町 は中 世 そ のままの姿で今で も
たたずんで います。 また フ ラ ンドル派 と し て有名 な 中
世 の 画家 フ ァ ン・アイ ク 兄弟， メ ム リ ン グ， プリ ュ ー
ゲlレ らや巨匠 ルー ペ ン ス の絵画 に ふ れ る 事が出来 る の
はベ、 ル ギー し かあ り ません口

ヨ ーローッパの殆どの国 は母国語を持 っ て いますが
ベルギー は母国語 を持た な い国 の一つ で あ り オ ラ ン ダ
語を話す フ ラマ ン地方 と フ ラ ン ス 語 を話すワロ ン地方
が存在 し，町 に は オ ラ ン ダ語と フ ラ ン ス 語の ふた と お
り の呼び名があ り ハイ ウ ェ イ の標識 は交替でオ ラ ン ダ
語名 と フ ラ ン ス 語名が 示され，初 め て ベル ギ ー をド ラ
イ ブす る 者に と っ て は は な はだ迷惑な表 示ですロ また
政治にかかわ る 閣僚 の 中 で文部大臣 と 文化大臣 は そ れ
ぞれの語圏か ら 選ばれて二人ずつ い る と いう極め て奇
妙な国で も あ り ますロ

ベ ル ギ ー のルー パ ン市に あ るカ ソ リッ ク 大学 は創立
1425年 と 言う世界 で最 も 古 い大学の一つですが， 1 968
年までこの大学の 中 に は フ ラ マ ン系 と ワロ ン系の 2つ
の コ ー ス があ り オ ラ ン ダ語と フ ラ ン ス 語で講義が出来

な け れば教授 に は な れな い と 言うルールがありました。
そ の 後この大学 は二つ の大学 に分離 し ワ ロ ン 系 は新 し
い土地に移転 し ま し た口私 は富山大学に赴任す る 6 年
前までこの ワロ ン系のル ー バ ン・カ ソ リッ ク 大学に奉
職 し て いま し たが，昨年10月に招へい教授 と し て ふ た
た び訪問 し 3 ヶ月間滞在 しま し た 。 6 年ぶ り に訪れ た
大学で したが，大学を囲む町並み は 6 年前 そ のままで
時の流れを感じさせる も の は あ り ませんで し たD 変化
した も の と い えば大学構内にまで引 き 込まれた駅舎の
壁がデル ボ ー の特異な裸婦の コ ピー で覆わ れ て い た こ
と （ベルギー の 画家デルボ ー の素晴 ら し い裸婦 画 は富
山の近代美術館 にかざ ら れて います）また学生会館 の
白 か っ た壁がサ イ ケデック な キ リ ス トの絵で大 き く 塗
り あ げ ら れて い る ぐ ら いで し た。 しか し大学構内に 入
る と ，そこに は 6 年前 と 違 っ た雰囲気が た だ よ っ て い
る 事 に き づ き ま し た。 こ の ル ー パ ン・カ ソ リッ ク 大学
に は約l万 8 千人 の学生が学んで いますが，そ のう ち
約 3 千人 は留学生 と いうイ ン タ ーナシ ョ ナル な大学で
は あ り ますが全 く 英語の通じな い大学で し た D と こ ろ
が今回の訪問で は英語の通じ る 留学生が多 く い る こ と
に驚かされま した。 私 はわずか数年の聞 にこの よう な
変化がどう し て起こ っ た のか よ く わか り ませんで し
た。

1 957年 ヨ ーロッパの 6 ヶ国で欧州共同体 （ E C ） を
つ く り プリ ュ ッセルに E C 本部 を お い てか ら30年以上
たち，現在で は E C は 12ヶ国 に増え総人口 も 3 億 2千
万人 と し て 1 992年末に は E C を統合 し て ヨ ーロッパ合
衆国 を発足させよう と し て い る 事 は良 く 知 ら れて いま
すが，今回 ベ ル ギ ー に滞在 し て E C各国 の消費税の 調
整が行われつ つ あ る 事，国境に配置されて い る 税官 吏
の首切 り 反対 のデ モ などの報道 に よ っ て E C 統合 が

nud
 
－－A

 



確実に進行 し てい る 事を感じ る と 共 に大学の 中 に も E
C 統合の新 し い波がお し ょせで来て い る 事を知 り ま し
た巴

私が大学の 中で感じた新 しい息ぷ き は大学がベルギー
と いう小国の枠の 中で は な く ヨ ーロ ッ パ合衆国の 中 の
大学 と し て出発点に た っ てい る と 言う意気込みで あ っ
た のか も 知れ ま せんD ヨ ーロ ッ パが統合された時に 教
育の場で行おう と されてい る プロ グラム に は次の 3 つ
のプログラ ム があ るようです。 そ のlつ は Y E S で 示
され る 若い学生が ヨ ーロ ッ パ合衆国のどの国 の学校へ
行 っ て も 奨学金が与え ら れ る と いう制度です。 2 つ め
は E R A S U M U  S と 呼ばれ る 大学の学生の交換制度
で大学が最 も力を入れて取 り 組んでい る課題のようで
す。 3番目は C O M E T  T で 示され る 大学院生また は
大学研究者 ら の研究交流を行う制度ですDすで に こ の
C O M E T  Tプロ グラ ム は E C 最先端技術共同開発機
構の中で E C共同体 と し て幾つかのプロ ジ ェク ト が組
ま れて研究が進 め ら れて い ま した口

ベ ルギー で は オ ラ ン ダ語 と フ ラ ン ス 語 の二つが国語
と し て使用されて い ま すが12ヶ国か ら な る ヨ ー ロ ッ パ
合衆国が発足 し た 時に は英語，ドイ ツ 語，フランス語，
イ タ リ ー 語，ス ペ イ ン語， ポ ル ト ガ ル語，オランダ語，
デンマ ー ク語，ギリシヤ語 と 9つ の言語が使わ れ る こ
と に な り ， こ の言葉の問題を解決する方法 と し て子供
たちにどのように し て少な く と も 2 ヶ国語が理解出来
るように教育す る かに ついて真剣 に研究が行わ れてい

ま し たc と く に英国 は英語を ヨ ー ロ ッ パ合衆国 の共通
語 と しよう と 考え て い るようで，英語 の発音をより フ
ラ ッ ト に し誰 に で も 聞 き 取れ る 話 し方に変えよう と し
ていま す し， r と l に も こ だわ ら ずに字がつ づ、れ る 方
法を考え て い る ようです。 あ る 雑誌 に 載 っ た奇妙な 21
世紀 に書かれ る であろう とされ てい る 英文 を載せて お
き ま し ょ う。

Bondag ! My name is Jacques Gonzarez van Smith. 

I was boln in 1992 and wirr be 45 next yea!. 

I am a citizen the USE. The United States of 

Eoulope, that is. In convelsation it is often mistaken 

for the USA. But ranguage and rife are so intelna­

tional it doesn' t matter too much. Zo what? It’s 

this lacial mix that make us multinational Eulopi­

ans what we are the most mixed-up people on and 

off Ealth. 

(Holland Herald か ら 引用 ）

ヨ ーロ ッ パ は今一つ の合衆国 に な ろう と し てい ま す
が，この統合 によ っ て G N P に お いて日本を追い抜 き
世界第 2 位の位置 に 占 め， さ ら に将来 はア メ リカを も
抜い て世界第 1 位の座を狙 っ てい る ようです口 私はこ
の ヨ ーロ ッ パ統合が日本の締め 出 し と は な ら ず今ま で
と 同じように聞かれた自由か っ たつ な ヨ ーロ ッ パ合衆
国 と な る 事を希望 し，その時ふた た び ベ ル ギ ー を訪 問
し たい と 考え てい ま すD
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a的σモヲど� 家 畜 に な っ た 日 本 人 �汐白色eM
理学部教授 鳴 橋 直 弘

文部省の昭和63年度海外学術研究で， ネ パ ー ル に 行
く 機会があ り ま した。 この調査旅行 は， 木材の構造の
解析を 中心に， 日本から ヒ マ ラヤ に至 る 地域の植物の
系統関係を追求す る こ と を目的 と し て い ま すD

ネ パ ー ル と い えば， 8,000m級の 山々が連 な る ヒ マ ラ
ヤ 山脈を思い浮かべ る かたが多 いか と 思 い ま すが， 私
が行 っ た 6月末から 9月末にか け て は， あちらで は雨
季に あ た り ， 1 日にl回 は雨が降る よ う な天気が続 き，
3カ月にわた る 旅行中， 山が見 えた の はた っ た の 4 日
だ け で したロ も っ と も 日本 と は違 っ て， も と も と 高地
に あ る 国 な の で， 山 と い えば 7 ～8,000m級 の も の を 指
し， そ れよ り 低 い も の は， も っ ぱら丘 と 呼んでい ま し
た。 昨年 は特 に雨が多 い年であ っ た よ う で， 下流 に あ
た る パン グラデ ッ シ ュ から大洪水の ニ ュ ース が流れて
来て い ま したロ

そんな天気 の 中 を. 3 回の調査旅行 に出かけま した。
初 め の旅行 は東部地方で39日， 次 に 中央部へ24日， 最
後にカ ト マンズの北へ3 日 間です口 いずれ も ホ テ ル も
旅館 も な い山間部 の調査ですから， 食料や資材を担 い
での テン ト 生活です。 こ う い っ た山地での ト レッキン
グは， 期間 も 長 く ， 道 に も不案内 な ので， 普通 現地で
ガイ ド と ポ ータ ー を雇 い ま すロ 我々の隊 は， ネ パ ー ル
人 1 人を含む隊員 8 人， そ れ に現地で雇 っ た コ ック，
シェルパ， ポ ー タ ー などで， 総勢50人ほどの 大所帯 に
な り ま したロ 我々の移動 は， イ ンド平原を パ ス で 走 っ
た以外． 徒歩 の みです白

ポ ー タ ー は， 30kg近 い荷を背負 っ て， 朝 の 7 時 頃 に
出発， 途中 10時頃に， 朝 と昼を兼ねた食事のた め に 止
ま る だ け で， 山道を 5 ～ 6 時間 も 歩 き 続 け ま す。 彼ら
の 中 に腹具合が悪 い者がいた り ， 登 り ばか り で調査 も
採集 も あ ま り で き な い よ う な と こ ろ で は， 我々の方 が
ポ ータ ー達を追い抜いて し ま う こ と も あ り ま したが，
普通 は ポ ータ ーが先に テン ト 場に着いて， テン ト を 張
り ， 我々の到着 を待 っ て い ま すロ

シ ェ ルパ は， 隊員 1 人 1 人別行動出来 る よ う に， 隊
員 1 人に 1 人つ き ま す。 彼ら は， 道案内 は も ちろんの
こ と ， 我 々 の生態調査や採集の手助 け を し て く れますc
そ のため に， 隊 員 の弁当， 大 き な サ ーモ ス ， カ メ ラ の
三脚， 雨ガ ッ ノf， 傘， お よ び， 人 に よ って は大 き い 釣
り 竿 と 鎌， 標本を入れる ビン， アル コ ールや ホ ル マ リ

ン， 植物を はさむための古新聞などの入 った大 き い リ ュ
ック を し よ っ て い ま す。

我々は と い えば， 記録ノ ー ト やカ メ ラ類 と 日用 品 や
貴重品 を身に付 け て い る だ けで， ほ と んど空身の よ う
な も のです口 そ れ に もかかわらず， 歩 き 出 し て 15日目，
約4,000mの シプ ト ン峠 を越え る と ころ，若手の隊員 3
人が体調を崩 し ま した口 日 本 に は な い高さのこ と ゆえ，
高山病の頭痛や睡魔 に 悩 ま されて い る こ と も あ り ま し
た が， そ れ以上 に日本人 に はこ う し た環境 に生 き る た
め の基礎的 な 体力が欠 け て い る よ う な 印象を う け ま し
た。 「最近の 日 本人 は車社会のおかげで足腰が弱 く な っ
て い る のです。 J と 言 い訳す る と ， シ ェ ルパの 1 人が，
「 日 本人が テ レ ビの取材に来た と き に， 小野田 と い う
相当年を と っ た人が いたが， 彼は山で も 強か っ た。 」
と 言 い ま した口 小野田さんは， フ ィ リ ピンで何年 も ジ ャ
ン グ ル生活を経験 し て い る の で 「彼 は特別だ」 と 答 え
てお き ま した。

ポ ー タ ーの一部 のほかは， みんな テン ト で眠 り ま すD
テン ト の な い ポ ー タ ー達はテン ト 場近く の民家に泊まっ
て い る よ う で したD だんだん と 高地へ登 っ て行 き， 最
後の部落 も 過 ぎて深い山に 入 っ て行 く と ， 岩場の雨の
し の げ る 所で寝て い る ら し く ， ス テ イ と い っ て移動 し
な い 日 に は， 遠 く 離れた山腹の岩場の炊事 の煙が 目 に
入 り ま す口 我 々 なら寒さ と 石 の痛さで到底寝 て は い ら
れな い と ころで寝て い ま した し， l人 しか寝られな い
よ う な狭い所で も 2 . 3 人で く っ つ き 合 っ て寝 ま す 。

山での炊事 は民家で買 っ た薪 を使 い ま すが， 人家 の
無い高い所で は， 生 の材木を切 っ て薪 と し ま す口 か ま
ど は石 3 つぐらいで作 り ま す。 時 と し て薪の上に直接
鍋を お く こ と も あ り ま すが． これが意外 と 倒れな い の
ですD 雨季ですから， 薪 はかならず し も 乾 い て い る と
は限 り ま せん し， テン ト の外は雨が降 っ て い る の で す
から， 私だ っ たら炊事 に泣かされ るこ と しば しばだ っ
たろ う と 思い ま すc 彼ら は， 素手で燃え て い る木や お
き を つ か むこ と を平気で し ま す。 い く ら手の皮が厚 い
と い っ て も， 熱 く な い の か と い ま だ に私に は不思議 で
す。

4,600mの マカ ル ーペ ース キ ャンプの前を流れ る 川 は，
氷河の と けた も の で， 3 °C と 冷た く ， 流れ も 早 い の で
すがカ ルカ人 （夏の間ヤ クや ヤ ギなどの動物 を放牧 し
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高山 で生活す る 人達）は素足でそ の 中 を渡 り ま す口 そ
の辺 り の カ ル カ の 子供達 も 裸足であ り ． 我々に は到底
冷た く て辛抱 出来 そ う に あ りま せんo

帰国後 に，ネパ ー ルの 人達 と 日本の登山家が富士 山
に登 っ た と いう記事を読み ま し た。 日本人登山家は そ
の早さに 7 ' 8 合目からつ い て行 け なかっ たそうです白

彼 ら は頑健であ る と いうばか り で な く ，生活の知恵
も 相当であ る こ と を実感 し ま し た。 寝袋を濡らさな い
ように大 き な厚手のナイ ロ ン袋に入れて運ん で い ま す
が，そ れがトラ ンク と かちあ っ て穴が空 く の ですロ そ
ん な と き我々は新 し い の と 取 り 替え る の ですが，彼ら
はライ タ ー で そ の穴を器用 にふさ ぐ の です。 ま た，蓋
を石でう ま く 変形 し た鍋 を使 っ て ケ ー キ を焼 い た り し
ま す。

隊員同志の閣で は， シ ェ ルパ達 は我々の期待 し て い
る こ と をすぐに悟 っ て く れ る が， 今の日本の大学院生
は教え て も理解 し て く れ な い， な ど と い う 意見 も さ さ

やかれて い ま し た。
人間の保護の下で生活 し て い る家畜 の ように，現代

の日本人 は， 電気，ガス，水道などの文明 の な い所で
は，生活で き な いか も し れま せんD

私 は ま だ読ん で い な い の ですが，今野道勝氏が 「家
畜 に な っ た 日本人J と いう本を書 い た そうですロ今回
のネパール調査で， ま だ読ん で い な い そ の本の内容が，
少 しわか っ た ような気が し ま す。 つ ま り ，日本人 は 体
格だ け は立派 に な っ て も ． 体力 は小柄で細身のネパ ー
ル人 に 劣 る と いう こ と で しょうか。 ［写真 は，4,300mlこ生育 し て い る キジム シ ロ の 1 種 の

花で，同じ花を上 は可視光線 の み，下 は紫外線の み で
撮影 し た も の ですロ
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・ 特 定 研 究

ーー 疲 労 と セ ラ ミ ッ ク ス 被 覆 ー一

昭和60年 8月 12日夕方，羽
田空港を離陸 し た日本航空 123

民オ摺 便 の ボ ー イ ン グ747 S R型 ジャ
齢者懇 ン ポ ジ ェッ ト 旅客機が大阪空

港に向か う 途中，群馬県上野
村の御巣鷹山に墜落 し た。 4
人が奇跡的に助かった も の の
520人が死亡 し ， 航空機l機
の事故 と し て は空前 の大惨事

と な っ た こ と は記憶に留め て い る 人 も 多 い であろ う 。
事故の直接の 原 因 は，ア ル ミ ニ ウ ム A2024 - T 3 で作
ら れ た胴体最後部 の半球状圧力隔壁の破壊であ っ たロ
詳細 な事故調査の結果，隔壁部に金属疲労特有の ス ト
ラ イ エ ー シ ョ ン模様が確認された事か ら ，金属疲労に
関す る 関心が一般市民に も 強ま る 結果 と な っ た口 機械
設計 の立場か らは，安全寿命設計，フェイ ルセー フ設
計 と 発展 して き た設計思想を，更に損傷許容設計へ と
進め る 原動力 と なった口

金属は疲れ る ，すな わち疲労現象を生ず る こ と は今
か ら お よ そ150年前に見出され，数々 の 惨事 と 尊 い 人
命の代償 と し て研究が行わ れて来て い る が，未だに解
決 し て い な い工学上の重要なテー マ で あ る ロ 航空機 も
含 め た機械，構造物の破壊事故の80% は こ れ ら疲労に
よ る も の であ る と い わ れて い る o金属が全体 と し て 弾
性変形 しか生じな い よ う な小さな力を加えた場合に も，
そ の力が繰 り 返 し加え ら れて い る と 原子聞にわずかな
ずれ （すべ り ）を生じて， こ れが次第に累積 さ れ る 白
金属表面で最 も 弱 い結晶粒に局所的にすべ り が発生 し，
そ の結果 と し て表面に凹凸がで き，力の繰 り 返 しに伴っ
て こ の凹凸が大 き く な る 白 と り わ け，凹 の部分が 内 部
に向 っ て深さを増 し，やがて疲労 き 裂 と な る 。 こ の す
べ り ， き 裂 の発生お よ びそ の後の伝ぱは結晶内に存在
す る 転位の挙動が重要 な役割 を す る 。

表面 は材料の弱 い部分で あ る か ら ，表面を強化 し て
疲労 き 裂 の発生を抑制 し疲労強度を向上させよ う と 考
え る o表面強化処理 は化学的，金属学的， 機械的方法
で表面の物理的，機械的性質 を変化 さ せて優れた表面
層 を形成する も のであ る o具体的に は，表面層に圧縮
残留応力を発生 さ せ， 外部か ら 負荷され る 引張 り 応力

工学部教授 塩 津 和 章

を軽減させ る も の，ま た表面の硬さを増 し た り ，材料
の弾性限度を 向上 さ せ る こ とに よ っ て，転位の運動 を
阻止 し て き 裂発生を困難にする も の などであ る o

高エネ ルギー イ オ ン を直接基板に蒸着させて生成さ
れ る 被膜 は原子オ ー ダや分子オ ー ダで制御し て形成 さ
れ る こ と か ら． 様々の特異な機能を も っ た被膜を作 り
出す こ と がで き る ロ 炭化物，窒化物，ま た は酸化物等
の高融点高硬度化合物の被覆法が開発されて，耐熱性，
耐摩耗性を高 め る 表面改質法が注 目 さ れて き て い る 口
私共の研究室 で は高硬度で化学的に安定 な TiNやTiC
のセ ラ ミ ッ ク ス 薄膜に注目 し，金属の表面に こ れ ら の
薄膜を P V D  （物理蒸着）法や C V D  （化学蒸着 ） 法
で蒸着 し た場合に疲労強度，腐食疲労強度 の改善が図
れな いだろ う かを検討 し て い る o材料内部に存在す る
転位が外力に よ っ てすべ り 運動 し て表面付近に近付い
た と き ，表面被膜か ら の反力を受 け て金属内部の あ る
位置で平衡状態とな る o こ の位置 は被膜 と 金属の組 み

炭素鋼にTiNを C v D 法に よ っ て被覆 し た材料 の 腐

食疲労破断面 ： 腐食疲労寿命は140%向上す る が， 被

覆膜の割れ に よ り そ の直下に ピ ッ ト が形成 さ れ疲労

き 裂の発生点 と な る

（大島誠司君撮影）
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合わせ， 被膜の厚さの影響を受け る こ と が理論的に導
け る ロ こ の こ と は前述 し た表面か ら の疲労 き 裂発生 を
お く ら せ る 事に も な る D 実験 は回転曲 げ疲労試験機 と
呼ばれ る 曲 げ応力が30Hzの速さで繰 り 返 し 加 え ら れ
る 装置を用 い て い る 口 こ の実験 は実験室大気中 お よ び
海水 を模擬 し た塩水中で実施 し て い る ロ こ れま でに 炭
素鋼（ S35 C ）にTiCを被覆 し た 場 合 ， 空 中 疲労 の 耐
久限度が 10%強改善され， ま た塩水 中の腐食疲労 で は
10 7困疲労強度が80～140%改善され る結果を得ている。
こ れ ら は疲労 き 裂 の発生を抑制す る 効果によ る も の で
あ る と 同 時に，腐食性環境下 で は環境遮断効果が十分
に期待で き る こ と によ る o

セ ラ ミック ス は脆い と 言 う 欠点が あ る 。 あ る 程度変
形を加え る と 薄膜が壊れて，疲労 き 裂発生 の抑止効果

乏訂む 留 学 体 験

がな く な る。 そればか り でな く 皮膜に割れが入 る と ，
それが切欠 き 効果 と し て働 き ， 逆に寿命を低下させ る
事 も 考 え ら れ る D 被膜 と 金属 と の密着性 と 被膜作成方
法， 被膜形成時に導入される 格子欠陥や残留応力， 金
属の組織変化など検討すべ き課題 は 多 い。 原子や分子
の オ ー ダで積 み重ねた薄膜そ れぞれ に特有な機能性を
持たせる 傾斜機能材料の開発 も 21世紀 の新材料と し て，
ま た宇宙開発への夢を のせて進 め ら れて お り ， 材料の
信頼性向上 も 含 め て こ の分野の研究 はや っ と ス タ ー ト
地点に立 っ た所で あ る o

本稿で は昭和62年度特定研究 『セ ラ ミッ ク ス被覆に
よる 金属材料の環境強度向上に関す る研究』 の概要 を
紹介させて い ただ い た。 研究遂行上，多 く の皆様 の ご
協力を得ま し た， こ こ に感謝の意を表 し ま す。

外国人留学生 （工学部〉 郭 錦 祥 （マ レ ー シ ア ）

昭和6 1年 3月私 は自費留学
生 と し て， 日本に き ま し たo
日本に来てか ら 約一年間， 東
京の国際交流日本語学院で日
本語を勉強 し，お と と し の 4
月，富山犬学に入学 し ま し た。

私は マ レ ー シアの ぺナ ン 島
の 出身です白 マ レ ーシアは多
民族国家 と い わ れて い ま すo

その中で マ レ ー系， 中国系，イ ン ド系 と い う 3主要民
族か ら構成され，各民族がそれぞれの習慣，文化， 宗
教によ って生活を 営んで い ま すロ マ レ ー シ ア は細長 い
半島です。 両岸 は海に固 ま れて， 赤道 に近いの で， 一
年中暑い です。

真夏の マ レ ー シアを離れて， 飛行機が雲海を飛ん で
い る 時， 願望が達 し た喜びで胸が い っ ぱいで し たo

高校生 の と き ， 自分の将来の こ と を考 え て，日 本 へ
勉強に行 き た い と思 っ て い ま し た。 マ レ ーシアは発展
途上国です。 いろいろな分野に専門家が必要ですが圏
内 の 大学が足 り な い の で， 毎年先進国家へ行 く 留学生
が多 いわ け です口 数年前か ら，マ レ ーシアで は 「 ル ッ
ク ・ イ ー ス ト・ ポ リシ ー J（東方を見よ）を提唱 し ，
特に 日 本 に学ぶ こ とを勧めてい ま す ロ 高校を卒業 し て

か ら ，母が私の希望どお り に日本へ出 して く れま し たD

日本に着 い た 時，最初 の約二カ月は生活習慣が違い，
言葉が ま っ た く わか ら な い ので，不便な こ と がたく さ
んあ り ま し たロ一番不便 な の は住宅で し た ロ 私 は 友達
と一緒に日本語学院の近 く にあ る 6 畳の部屋に住み，
お風目 も な く ， 日 も当た ら な い の でなかなかな れ ま せ
んで し たロ 日本語学校で一日四時間の授業があ っ て，
先生が日本語で いろいろ と 教え て く れま し た。 一つ の
ク ラ ス に は， 約30人， そ の う ち， マ レ ー シア， タ イ ，
ホン コ ン， 中国， イ ンドネシ ア などの留学生が い ま し
たo異園、の学生 たち と 日本語学校で楽 し い生活を過 ご
し て き ま し た口 一年後に， みんな， それぞれの大学，
短大， 専門学校へ入 っ て別れ， 私 は富山にや っ て き ま
し た。

日本に来てか ら ， いろいろな こ と を感じ ま し たロ 日
本 は狭い国で資源が少 な く ， 人 口 が多 い の ですが， 国
民は一生懸命働い て い ま す。 その結果 いろいろな工業
製品 を輸出 し て い ま すo 今は世界の主要な輸出国にな っ
て い ま す。 優れ た技術 と 新 し い時代感覚を持って い る
ので， 経済 の面で， 常に新 し い も の をどんどん開発 し
て い ま す。

富山に来 たばか り の こ ろ， 富山の雪 はす ごい と よ く
聞かされ た の で， と て も 心配 し ま し たが， 最近あ ま り
降 ら な い ので， ほ っと し い ま す。 富山 は季節 の変化に
富んで いて， 春 は桜の花， 夏 は梅雨，秋 は真赤な紅葉，
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冬 は雪，四季お り お り の変化が大変美 し い と 思 い ま し
た。 町か ら 見え る アルプ ス と 呼ばれ る 立山連峰の頂 の
雪 は夏に な っ て も 融 け な い のですロ そ れ に，そ れ ぞ れ
表情の違 う五百羅漢，ま た世界で も 有名 な Y K K工場
など も 見学 し ま し た ロ こ う い う 自然，歴史，すば ら し
い技術の あ る 富山 に来て． 良か っ た と 思 い ま すD 富山
県 は冬 に な る と 雪 が多 く ，寒いですが，人情が厚 く ，
親切だ と 思 い ま すo時 に は富山弁でわか ら な い言葉が
あ れば親切に教え て く れ ま す。 私 は 日 本語があ ま り 上
手で はな い の で友達が少な く ，親 し い友達 と 言 っ て も

数人 しか い ま せんD こ れ は残念な こ と ですロ
最近 日本は企業 に よ る 欧米 と の貿易摩擦で急激に，

円 高 に な っ て き ま し た口 日本に学びに来た私達 は高 い
家賃 と 物価高，さ ら に 円高 と い う 「 タ プルパンチ」 を
受け て い ま すD き び し い生活 に直面す る私達，留学生
に大学側 はすば ら し い住ま いを提供 し て く ださ っ て誠
に あ り が た く ，心か ら 感謝 し て い ま す。

最後に 日頃親切 に教えて く ださ る 指導教官，そ して，
お世話に な っ て い る 富山大学のみなさんに厚 く 御礼を
申 L あ げま すo

地域共 同 研 究 セ ン タ ー だ よ り ぬゆ拘ゆ尚ゆぬ

本年5月 1 9日 の セン タ ー 関
所式い ら い約 8 カ月，当セ ン
タ ー の活動 は非常に活発 に行
わ れて来た。 字数制限の関係
か ら詳 し く 報告す る こ と はで
き な いので， 以下に 日付をおっ
て簡単 に列挙す る 。
1 . 講演会関係

今回企画 し た講演会 は客員教
授を主体 と し，今年度 3 回（客員教授 は 3 人であ る ）
開催す る こ と と し たo
0 第 1 回 講演会

第 1 回 は電子デバイ スをテー マ と し，産，官， 学か
ら 各l名の講師を選んだ。
日 時 ： 昭和63年 9月 16 日 午後 1 時
場 所 ： 富山技術開発財団
参加人員 ： 70 名
① 演題 ： 光電子集積回路技術の現状 と将来

講師 ： 富山大学客員教授 片山 良史
（光技術研究開発側 プ ロ セ ス 研究部長）

② 演題 ： 電子デ ィ ス プ レ ーデバ イ ス の動向
講師 ： 日本放送協会放送技術研究所

映像 デバイ ス 研究部 主任研究員
小島 健博

③ 演題 ： 電子分光法 と そ の薄膜評価への応用
講師 ： 富山大学工学部教授 龍山 智栄

一人 1 時間程度の充実 し た講演の 後， コ ー デ ィ ネ ー
タ ーをセンタ ー長の宮下教授が務め てパネ ルテ’ イ ス カ

地域共同研究セ ン タ 一助教授 池 野 進

ッ シ ョ ンを 1 時間半 に わ た っ て行 っ た白

0 第 2 回 講演会
第 2 回 目 は共同研究に主眼をお き ， 企業 と 大学に お

け る 研究開発の現状に関す る 講演を計画 し たo
日 時 ： 昭和田年 1 1月 10日 午後 1 時30分
場 所 ： 富山技術開発財団
参加人員 ： 90 名
① 演題 ： 企業に お け る 研究開発の現状

講師 ： 富山大学客員教授 蹟田 栄一
（松下技研側 常務取締役）

② 演題 ： 大学に お け る研究開発の現状
講師 ： 富山大学工学部教授 杉本 益規

参加人員 は 90名 と な り ，企業の共同研究に対す る 興
味の深さが伺わ れ たD

0 第 3 回 講演会
第 3 回 目 は新素材関係を主眼 と し たが，範囲が広す

ぎ る た め，ニ ュ ー セ ラ ミ ッ ク に焦点を合わせたロ 今 回
は午前中か ら 始め て，夕方ま で講師 4 名 の計画を組ん
だ。
日 時 ： 平成元年 1月24 日 午前 10時
場 所 ： 富山県民会館
参加人員 ： 65 名
① 演題 ： 自動車工業を主体 と し た セ ラ ミ ッ ク ス 研究

利用 の現状
講師 ： 富山大学客員教授 新井 透

（側豊田中央研究所取締役研究 6 部長）
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② 演題 ： 酸化物超伝導材料の現状 と 将来

講師 ： 富山大学教養部教授 森 克徳
③ 演題 ： セ ラ ミ ッ ク ス 加工技術の現状 と 将来

講師 ： 鳥取大学教育学部助教授 中川平三郎

④ 演題 ： TiC- Cr3C2系複合セ ラ ミ ッ ク ス の 強靭化に

つ い て

講師 ： 側不二越 新素材開発部 主幹

蜂須賀武治
講演の後， コ ー デ ィ ネ ー タ ー を富山大学工学部時津

貫教授が務めてパネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ンが行われた。

上記 3 講演会 は主題 に応 じ て電子電機工業会， 経営

者協会， 技術交流 ク ラ ブ等の協力 を得て実施 さ れ た も

のであ る 。

2 . 技術研修会

日 時 ： 昭和63年11月 7 日 ～16 日

場 所 ： 地域共同研究セ ン タ ー ， 工学部， 教養部

受入人員 ： 6 名

テ ー マ ： 液晶パ ネ ルの作製， 超伝導ぺ レ ッ ト の作製

研修方法 ： 各人が試作 し ， で き た も の を特性評価並 び

に S E M, T E  M， オ ー ジ ェ 分光分析

本研修会は， 申込み企業 6 社を対象 と し て ほ ぼ 1 0 日

間行われ た 。

今 回 は始めての こ と で も あ り ， ハ ー ド ス ケ ジ ュ ー ル

と な る事 を覚悟の う え で 2 テ ー マ を平行 さ せた。 座学，

総合評価等の教育 も 行 っ た。 内容が凄ま じ く 豊富であ っ

た た め， 予想以上 の ハ ー ド な 研修 と な り ， 今後実施す

る 際 の良い反省材料 を 得 た 。 ご協力頂 き ま し た各先生

方 に ， こ の場を借 り て感謝申 し上げま す。

な お， 座学， 総合評価等で研修生の教育を戴い た 先

生 は下記の方々 です。

富山大学工学部教授

富山大学工学部教授

富山大学工学部教授

富山大学教養部教授

多 々 静夫
龍山 智栄

女川 博義

森 克徳

3 . 第 2 回 経営者 ・ 研究者交流会

日 時 ： 昭和63年11月 30 日 午後 1 時

場 所 ： 工学部

参加人員 ： 220 名

プ ロ グ ラ ム ： 1 招待講演

2 分科会 ： 討論

3 懇親会

前年 2 月 第 1 国交流会を開催 し た と き に は ， 雪の あ

る 足場が悪 い と き に も かかわ ら ず， 200名 を 超 す 大 盛

況 と な っ た こ と か ら ， 今回 も 200名 を対象 と し て計画

を組んだが， 220名 の参加 と な り ， 再 び共同研究 に 対

す る 熱意 の 大 き さ に驚か さ れ た 。

富山医科薬科大学等， 県内 7 高等教育機関， 各公設

研究機関， 各種団体の協力を得て， 企業経営者， 技 術

者等が富山大学に一堂に会 し た 。

今回 は共同研究の実態を知 る た め に， 文部省学術国

際局か ら研究協力専門官の飛弾昌人民を招 い て 「大学

と 産業会等 と の研究協力 に つ い てJ と 題す る 特別講演

を行 っ た。 続 い て， 電子 デバイ ス ・ 情報処理 ・ 人工知

能， メ カ ト ロ ・ 加工技術， 新素材， バ イ オ の 4 部 門 に

分かれて分科会を行い， お互 い の交流を図 っ た 口 懇親

会で は， ひ ざ を交え和気 あ い あ い に懇談がな さ れた口

4 . 共同研究セ ン タ ー 長懇談会

期 日 ： 平成元年 2 月 9 日

会 場 ： 豊橋技術科学大学 技術開発セ ン タ ー

共同研究セ ン タ ー等が設置 さ れて い る 大学10校が一

堂に会 し ， セ ン タ ー の実情 と 問題点 に つ い て話 し 合 っ

た。 現在各セ ン タ ー と も 共通 し た 多 く の問題点を抱 え

てお り ， 今後セ ン タ ー長会議 と し て定着 さ せ る こ と に

よ り ， 一層 の飛躍を期待す る も の で あ る D

5 . 講演 と 討論の集い

日 時 ： 平成元年 2 月 お 日 午後 2 時

場 所 ： 地域共同研究セ ン タ ー

参加人員 ： 23 名 （定員 20 名 ）

テ ー マ ： 1 / f ゆ ら ぎ と 快適工学への応用

講 師 ： 松下技研側 主任研究員 佐治 晴夫 氏
（富山大学非常勤講師）

理工系大学院学生の 創造力， 独創力 を養成す る 観 点

か ら ， 「 C R E A T I V E P O W E  R 養成講座J

と 称 し ， 講演 と 討論の集い を計画 し た。
ユ ニ ー ク な講演の後， 活発 な討論が行わ れ た ロ

学生諸君が研究者， 技術者 と し て社会に 出 た 際 の 一

助 に な れ ば幸 い で あ る ロ
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圃 工 学 部

編 入学， 推薦入学制度 に つ い て

工学部 は， 平成元年度か ら 工業高等専門学校か ら の

編入学， 工業系の 高等学校か ら の推薦入学制度を初 め

て実施 し たo

1 . 編入学 につ い て

編入学 は， 工業高等専門学校卒業者及 び卒業見込者

を対象 と し ， 編入学の時期 は． 学年始め と し ， 編入学

年 は 3 年次であ る 。

編入学試験は， 定員に欠員があ る 場合に行い， 平成

元年度 は 3 学科 （電気工学科． 機械工学科， 化学工学

科） が募集 し た結果， 表 1 に示 す よ う に ， 全国 か ら ，

電気工学科 3 名， 機械工学科 5 名 ， 化学工学科 2 名 ，

計 10名 の 出願が あ っ た。

編入学試験 は， 昭和63年11月 9 日 に実施 し， 出 願 し

た 10名が筆記試験 （一般教育科 目 ， 専門基礎科 目 ， 外

国語科 目 ） と 面接に挑み， 電気工学科 1 名， 機械工学

科 2 名， 計 3 名 が合格 し た口

表 1 志願者状況一覧表

学 科 名 陣願者勢 出 身 地

富山 福井 東京 栃木 千葉 山 口 計

電気工学科
名 名 名 名 名 名

2 
名 名3 3 

機械工学科 5 1 1 2 5 

化学工学科 2 1 1 2 

計 10 3 2 2 10 

� 0 � 

2 . 推薦入学 に つ い て

推薦入学 は， 高等学校の工業 に 関す る学科を卒業 見

込の者を対象 と し て い る 。 国立大学95校 の う ち ， 工学

部及 び工学系大学で推薦入学制度を採用 し てい る の は，

新潟大学， 福井大学， 信州大学な ど35大学に達 し て い

る 。

推薦入学の募集人員 は， 各学科 の入学定員の 5 % 以

内 と さ れ， 表 2 に示す ご と く ， 電気工学科 6 名， 工業

化学科 2 名， 金属工学科 1 名， 機械工学科 5 名． 生産

機械工学科 3 名， 電子工学科 2 名， 計四名の出願があ っ

推薦入学試験 は， 第 1 次選考 は書類審査で， 第 2 次

選考は第 1 次選考合格者 に つ いて， 昭和63年12月 7 日

に実施 し ， 出願 し た 19名が， 小論文 と 面接に挑み， 電

気工学科 2 名 ， 工業化学科 2 名， 金属工学科 1 名 ， 機

械工学科 5 名， 生産機械工学科 2 名， 電子工学科 2 名，

計11名が合格 し た。

表 2 志願者状況一覧表

志願者数 出 身 地
学 科 名 富山 石川 兵庫 計

名 名 名 名 名
電 気 工 学 科 6 2 4 6 

工 業 化 学 科 2 1 2 

金 属 工 学 科 1 1 1 

機 械 工 学 科 5 3 2 3 

生産機械工学科 3 2 3 

電 子 工 学 科 2 2 

計 19 9 8 2 19 
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ち寄る潟市砂械� 学 生 部 だ よ り 搬を持品f����：

昭和 63年 度 外 国人留学生懇談会及 び
工場見学会 の 実施 に つ い て

1 . 工場見学会

外国人留学生の学修 の一環 と し て， 留学中 に 日 本 の

企業 の先端技術， 経営管理等を見聞 し ， 日 本 に対す る

理解を深め る こ と を 目 的 と す る 工場見学会を去 る 10月

11 日 （火） 実施 い た し ま し た 。

本年度 は， 黒部市 の吉田工業株式会社を見学 し， 同

社の フ ァ ス ナ ー生産， ア ル ミ 建材生産等を見学 し 日 本

に関す る 知識， 理解を深め る こ と がで き ， 有意義 な 見

学 と な り ま し たo

2 . 外国人留学生懇談会

11月 1 1 日 （金） 高志会館 に お いて， 本学 に 在学す る

外国人留学生 ・ 外 国人研究員 と 大学関係者 と が親睦

0 学生証の査証 について

を深め， 併せて留学生聞の交流 を 図 る こ と を 目 的 と し

て懇談会が開催 さ れま し た 。

こ の会 に は外国人留学生14名， 学部派遣留学生 （帰

国者） l 名 に， 大学側か ら ， 学長， 学生部長 ， 各学部

長， 国際交流委員会留学生部会委員， 指導教官及 び事

務局長等が出席 し盛大 に行われ ま し た白

大井学長か ら 健康に留意 し 初期 の 目 的を達成 さ れ る

よ う 激励の言葉があ り ， 学生課長 に よ っ て 出席者が紹

介 さ れ懇談 に移 り ま し た。

中国， 台湾， マ レ ー シ ア ， グ ア テ マ ラ の 4 か 国 が一

堂に会 し 国際色豊か な 中， 終始和 や か な雰囲気 の も と

に そ れぞれ 日 本 に お け る生活体験を主に活発な意見交

換が行わ れ， 予定の 2 時間が短か く 感 じ ら れ る 程で し

1 ・ 2 ・ 3 年次生 は， 各学部の学務係 （教養部及 び 行 い ま す の で必ず受 け て下 さ い。

経済学部 に お い て は学生係） で， 平成元年度の査証 を な お， 査証を受 け な い学生証 は無効 と な り ま す。
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0 在来生合宿研修について
在来生合宿研修 は， ス キ ー を取 り 入れ 1 月 7 日 か ら

13日 ま での 1 週間 に わ た り ， 1 13名 の 学生が参加 し ，
11名 の指導講師の も と に志賀高原 プ ナ 平 ス キ ー場 を 中
心に行わ れ た 。

暖冬の た め ， 富 山 を 出 発 し た時 は全 く 雪がな く ， 現

0 在来生合宿研修を終えて

長 い伝統を誇 る 本学の在来生合宿研修 は， 今回 も 無
事修了す る こ と がで き ま し た 。

今回は， 降雪が早か っ た も の の， 1 月 に入 っ て か ら
暖か い 日 が続 き い く ら か雪不足 で は あ っ た よ う で し た
が， 充実 し た合宿研修で あ っ た と 思 い ま すo

全体を振 り 返 る と ， ま ず班編成を， 生活研修班 と ス
キ ー 研修班 と ， 2 つ の班編成 を行 い ， 参加学生を振 り
分 け ま し た。 そ し て， ス キ ー研修班 は， 1 月 8 日 の 午
前 中 に ， そ れぞ れの技術 に あ っ た班に編成 し ま し た 。
こ う す る こ と に よ っ て， 学生の皆 さ ん は， 2 種類 の 班
で全体の 日 程を過 ごす こ と と な り ， よ り 一層 の学生 聞
の親睦が図 ら れ， ま た学生 ・ 教職員 と の親睦 と い う 面
で も 成果があ っ た と 思 い ま す。

ス キ ー研修 は， 班編成の見極め か ら 始 ま っ て， 1 日
平均 5 時間を 5 日 間， 各班 （ A ～ K ） の レ ベ ル に 応 じ
て行われ ま し たo そ し て， 研修最終 日 の 1 月 12 日 の 午
前中 に プ ナ平 の一角 を使い， タ イ ム ・ レ ー ス を行い ま
し た ロ 参加者の皆 さ ん は， 4 日 間行 っ て き た研修 の 成
果を確かめ る よ う に， ま た教官の先生方 も 滑行 コ ー ス
を滑 っ てお ら れ， 好評で あ っ た よ う ですロ

そ の他 に も ， 「 ス ポ ー ツ に お け る 自 由 と 規律」 と い
う テ ー マ で討論会 を行 っ た り ， 映写会で は， ス キ ー 技
術の基礎 ・ 応用知識や最新の滑 り を見てイ メ ー ジ ト レ ー

地で も 積雪が少な く 心配 し ま し た が， 充実 し た研修 を
行 う こ と がで き ． 多大の成果 を あ げ， 無事修了す る こ
と がで き ま し た 。

こ れ も ひ と えに指導 い た だ い た諸先生方並 びに体育
会の学生諸君 の お か げ と 深 く 感謝 い た し ま す。

実行委員長 中 本 武 史

ニ ン グを行い ， 内容の濃い も の で し た 。
生活研修 は， 朝 6 時半の起床に始ま り ， 夜10時 に就

寝す る と い う 規律正 し い生活の も と ， 毎晩の班別 ミ ー
テ ィ ン グ等を行い， 時間をや り く り し な が ら親睦会 を
聞 き ， 教職員や学生聞の交流を深 め て い ま し たD ま た，
学生聞に大変人気の あ る ， 松明滑行 と 演芸会 も 例年通
り 行 い ま し た 。 上級班が松明 を持 っ て滑 り 降 り て く る
幻想的 な光景を， 残 り の者が歌を歌 い迎え， そ し て，
松明の炎を全員で囲ん で合唱 し た松明滑行。 最後の 夜
に生活研修班 ご と に考えた演芸 を発表 し ， 驚 き や爆笑
を ま き 起 こ し ， フ ィ ナ ー レ を 飾 っ た演芸会 と ， 両方 と
も 学生生活に残 る 思 い 出 と な り ま し た D

本研修の 目 的の 1 つ であ る 学生聞及び学生 ・ 教職員
相互の親睦 と い う 面で は大 き な成果があ っ た と と も に，
自 然 に親 し み， ス キ ー と い う ス ポ ー ッ ， 規律正 し い 団
体生活を通 じ て一層 の人間形成が図 られたと思います。

今後 も ， 伝統あ る 本研修 の意義や素晴 ら し さ を認識
し， l 人で も 多 く の学生に， こ の貴重な体験を し て も
ら い た い と 思 い ま す口

最後 に な り ま し た が， 本研修 に 際 し て， 絶大な 御 協
力を頂 き ま し た学生部並 びに指導教官 の方々 ， そ し て
清広荘の児玉夫婦 は じ め職員の方々 ， 志賀山 リ フ ト 株
式会社， 本学 ス キ ー部諸君に心か ら御礼申 し上げま す口
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北南 部 にまで広く 自 生する。 しかし 日 本海側では少な

く， 雪の比較的 少ない 海岸沿いの 温暖な と こ ろ に点在

し， と び と び に山形県南 部 にまで達し ている。 富山県

では氷見の海岸 に近い丘陵地に 見られるc

日 本 に 自 生する モミ属の植物 とし ては， モミの ほ か

に ウ ラ ジロモミ， オ オ シ ラ ピ ソ， シ ラ ビ ソ， ト ド マ ツ

な ど5 種類が知られ ている。 一般 に冷涼な気候を好 む

が， モミだけは例外的 に 温暖地を求めるロ そのため モ

ミはこれら5 種類の樹木の中ではもっ とも低地や温暖

地に生える。 生育は良く， 高さ3 0mを超 える大木 にな

るこ とも珍しくない 。 風格のある樹木 であるが， 比較

的短命なの と， 栽培が難しいため 庭園樹木 と し ては あ

まり好まれないD ただ神社やお 寺の庭な ど には とき ど

き モミの大木を見るこ と がある。

本学キ ャ ンパス では理学部 2 号館の裏， 教養 部 自 然

系教棟 と の 聞の中庭 に2 本植えられ ているが， 周辺 に

駐車する車 にこすられ て気息え ん え ん， やっ と 生き て

いる といった とこ ろ である口

教養 部 教 授

平成元年度家庭教 師斡旋希望 者の
登 録 手 続 き に つ い て

家庭教師 につい ては， 希望者が多い にもかか わら ず

求 人件数が少ないため， 昭和 62 年度後期から登録 制 と

し， 登録者だけ に斡旋する方法を と っ てい ま すの で，

斡旋を受けよう と する学生は， 下記 により登録手続き

をし てください 口

なお， 昭和 63年度 に登録手続きをした学生も新 規 に

登録をしない と 平成元年度は無効 となりますの で再度

手続き が必要 となりますの で注意し てく ださい 口

覚

記

登録手続開始時期 ： 平成元年4 月 1 日（土） から随時

登録手続場所 ： 学生 部 厚生課奨学係

持参するもの ： 印鑑

厚 生 課

小 島キ ャ ン パ ス 樹木誌 （6)

マ ツ 科

山本周 五郎の名 作の ひ と つ に「縦の 木は残っ た 」 と

い う 小 説がある。 仙台藩のお 家騒動を主題 に， 藩を取

り潰 そ う と する幕府のさま ざまな計略策謀から藩を守

ろ う と， 誤解や身の 危険を恐れ ず奔走する宿老 原田 甲

斐の 働きを描いたもの である。 題名 が示す と うり， 藩

邸の中庭 に植えられた 一本の若い縦の木が， ち ょ う ど

狂言 回しのよ う に幾度 となく見え がくれしながら， そ

の物語の 背景をなす一本の 細い 縦糸 となっ て話を進め

ていく 口

モミは 日 本の暖温帯を代表する針葉樹 であるo マ ツ

科 モミ属の常緑性植物 で， 四国， 九州， 本州西南 部 の

山地丘陵地に， 中 部 地方 以北では 太平洋側の低地 に 東

(Abies firma Sieb . et Zucc. ) モミ

訂正 （ お わ び）

。 第62号 （ 昭和63年12月 10 日 ）

• 3 ペ ー ジ新任教官佐藤清人氏学歴年月 「昭和63 ・ 3 」 を 「昭60 ・ 3 」 に訂正 し ま す。
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